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齢
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は

じ
め

に

階
級
や
宗
教
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
次
元
の
政
治
争
点
か
ら

「価
値
」
や

「利
益
」
の
み
な
ら
ず
、
民
族
、
人
種
、
性
、
世
代
、
年
齢
と

い
う

「属
性
」
が

二
ユ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
新
た
な
争
点
と
し
て
登
場
し
て
き
た
。
女
性
と
高
齢
者
と
い
う
性
別
集
団
と
年
齢
集
団
は
社

会

階
級
や
人
種
と
は
異
な
り
社
会
準
拠
集
団
と
し
て
は
扱

い
に
く
い
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
集
団
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
分
散
し
た
利
益
を

も

つ
集
団
は
政
治
過
程
に
反
映
し
な
い
、
ま
た
政
治
に
積
極
的

に
参
加
し
な
い
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年

こ
の
集
団
を
め
ぐ
る
性

差

(ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
)
や
世
代
差

(ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
ギ

ャ
ッ
プ
)
が
ひ
き
お
こ
す
社
会
亀
裂
は
政
治
シ
ス
テ
ム
に
無
視
で

き
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
は
じ
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
亀
裂
が
政
党
シ
ス
テ
ム
へ
ど
の
よ
う
に
移
入
さ
れ
る
か
ま
だ
明
瞭
で
は
な

い
が
、

こ
れ
ら
の
集
団
の
意
識
や
投
票
行
動
、
政
治

へ
の
過
小
代
表
、
過
剰
代
表

の
状
況
を
調
べ
る
こ
と
で
、
女
性
と
高
齢
者
と
い
う
分
散
さ
れ

た
利
益
を
も

つ
集
団
の
政
治

へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
戦
後
の
女
性

・
高
齢
者

の
政
治
参
加
の
状
況
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
。

シ
ニ
ア
市
民
が
急
増
し
て

い
る
が
将
来
高
齢
社
会

デ

モ
ク
ラ
シ
ー
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な

っ
て
い
く
の
か
。
高
齢
者
と
若
年
層
と
の
世
代

(年
齢
階
級
)
間
の
対
立
は
起
き
て
い
る
の
か

な
ど
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
形
成

の
視
点
か
ら
投
票
行
動
や
意
識
調
査
を
中
心
に
分
析
を
進
め
る
。
分
析
に
は
熊
本
県
に
関
す
る
調
査

デ

ー
タ
を
主
に
利
用
す
る
が
、
地
域
特
性
の
抽
出
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
性
差
と
世
代
差
を
め
ぐ
る
現
代
社
会

の
政
治

的
側
面
に
つ
い
て
予
備
的
な
考
察
を
試

み
た

い
。

第

一
章
で
は
政
策
決
定
者
と
し
て
の
女
性
や
高
齢
者
の
参
加

の
状
況
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
議
会

の
議
員
や
審
議
会

・
委
員
会
等
の
現

状

を
確
認
し
、
女
性
や
若
年
層
な
ど
が
ど
の
程
度
自
ら
の
代
表
を
選
出
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
女
性
候
補
者
が
選
出
さ
れ
る
た
め
に
利
用

し
た
権
力
資
源
の
傾
向
、
政
治
集
団
と
し
て
の
女
性

・
高
齢
者
団
体

の
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
現
状
分
析
を
行

う
。
第
二
章

で
は
投
票

行
動

に
お
け
る
性
差
、
世
代

(年
齢
)
差
、
及
び
人
口
の
年
齢
的
偏
り
が
社
会

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
現
状
を
確
認
す
る
。
第
三
章
で



は
政
治
意
識

に
お
け
る
性
差
、
世
代
差
と
の
関
係

に
つ
い
て
意
識
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
を
中
心

に
検
討
を
行
う
。

な

お
本
稿
で
は
世
代
分
類
と
し
て
、
若
年
世
代
を
二
十
～
三
十
四
歳
、
中
年
世
代
を
三
十
五
～

四
十
九
歳
、
実
年
世
代
を
五
十
～
六
十

四
歳
、
高
年
世
代
を
六
十
五
歳
以
上
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。

第

一
章

政
策

決
定
者

と
し
て
の
女
性

・
高
齢
者

一

政
策
決
定
過
程

へ
の
女
性
進
出

(
一
)

女
性
議
員

女
性
が
政
策
形
成
過
程

に
参
加
す
る
こ
と
は
政
治
を
市
民
の
も
の
と
し
て
い
く
運
動
の
中
で
重
要
な
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
て
き
て
い

る
。
日
本
に
お
け
る
女
性
議
員
の
数

の
変
遷
と
そ
の
全
議
員

に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

一
九
九
八
年
十
月
現
在
で
衆
議
院

議
員
が
二
十
四
人

(総
議
員
数
に
占
め
る
女
性
議
員
の
割
合

"
五

・
○
%
)、
参
議
院
議
員
が
四
十
三
人

二

七
・
一
%
)
で
あ
る
。
ま
た

一
九
九
九
年
六
月
現
在

の
都
道
府
県
議
会
女
性
議
員
は

一
五
三
人

(五

・
三
%
)
、
市
区
議
会
議
員
が

一
、
九
七
六
人

(
一
〇

・
○
%
)、

町
村
議
会
議
員
が

一
、
六
三
五
人

(四

・
○
%
)
で
あ
り
、
全
国
の
地
方
議
会
女
性
議
員
の
数
は
三
、
七
六
四
人

(五

・
九
%
)
と
な

っ

て
い
る
。

一
九
七

一
年
か
ら

一
九
九
九
年
ま
で
の
議
会
別
女
性
議
員
数
の
推
移
は
表
1
-
1
の
と
お
り
で
あ
り
、

一
九
七

一
年
か
ら
約
六

倍
、

一
九
九
五
年
か
ら
で
も

一
・
四
倍
と
増
加
を
し
て
い
る
。
特
に
都
市
お
よ
び
都
市
近
郊
部
を
中
心
に
女
性
議
員

が
増
加
し
て
お
り
、

東
京
都
で
は
地
方
議
会

の
女
性
議
員

の
比
率
が

】
九

・
二
%
、
神
奈
川
県
で
は

一
四

・
三
%
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
近
年
の
日
本
に
お
け
る
女
性
議
員
の
増
加
も
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
か
ら
す
る
と
既
に
女
性
国
会
議
員

が
二
十
%
以
上
い
る

国
が

二
十
三
ヵ
国
も
あ
り
、
日
本
女
性

の
政
治
参
画

の
程
度
は
ま
だ
低

い
状
況
に
あ
る
。
国
連
U
N
D
P

が
発
表
す

る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン



表1-1議 会別女性議員数の推移

出所:市 川房枝記念会 『女性参政資料集1999年 版 全国地方議会女性議員の現状』.

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
測
定

(
G
E
M)
で
は
、
国
会
議
員
に
占
め
る
女
性

の
割
合
、
行
政
職
及
び
管
理
職
に

占
め
る
女
性
の
割
合
、
専
門
職
及
び
技
術
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
、
女
性

の
稼
得
所
得
の
割
合
の

四
つ
の
要
素
を
用
い
て
計
算
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
ど
の
程
度
女
性
が
積
極
的

に
経
済
界
や
政
治
に

参
加
し
意
思
決
定

に
参
画
で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
測
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

一
九
九
八
年

の
国
別
順
位
で
は

一
位
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
、
二
位
ノ
ル
ウ

エ
ー
、
三
位
デ
ン
マ
ー
ク
、
八
位
ド
イ
ツ
、

十

一
位
米
国
、
十

二
位
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
二
十
位
英
国
、
三
十
三
位
中
国

と
続
き
、
日
本
は
三
十

八
位
で
あ
る
。
人
間
開
発
指
数
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
開
発
指
数
な
ど
の
平
均
寿
命
、
国
民
所
得
、
教
育
水

準
な
ど
を
用

い
た
測
定
で
は
日
本
は
そ
れ
ぞ
れ
八
位
、
十
三
位
と
上
位
に
位
置
す
る
が
、
女
性

の
政

治
や
経
済
な
ど
の
意
思
決
定
過
程

へ
の
参
加

の
状
況
は
そ
れ
ら
と
比
べ
著
し
く
バ
ラ
ン
ス
を
欠

い
て

い
る
。

熊
本
県
の
戦
後
選
挙
に
お
け
る
女
性
候
補
者
数
、
当
選
者
数
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
戦
後
初
め
て

女
性
が
選
挙
に
参
加
し
た

一
九
四
六
年
の
衆
議
院
選
挙

に
は

一
人
、

一
九
四
七
年

に
二
人
、
同
年
県

議
会
議
員
選
挙
に
四
人
の
女
性
が
立
候
補
し
た
が
、
当
選
者
は

一
九
四
六
年

の
衆
議
院
に

一
人
当
選

し
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
も
衆
議
院
に
十
人
、
参
議
院
に
六
人
、
県
議
会
に
二
十
五
人
の
女
性

候
補
者
が
挑
戦
し
た
が
、
国
政
選
挙
で
は
唯

一
、

一
九
八
九
年
に
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
副
会
長

の

紀
平
悌
子
氏
が
無
所
属
で
参
議
院
に
ト
ッ
プ
当
選
、
ま
た
県
議
会
議
員
に
は
延

べ
七
人
が
当
選
し
た

だ
け
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年

一
月
現
在
女
性
国
会
議
員
○
人
、
県
議
会
議
員

一
人
、
市
議
会
議
員
十

四
人

(四

・
八
%
)
、
町
村
議
会
二
十
七
人

(二
・
二
%
)

で
あ
り
、
女
性
に
と
っ
て
は
著
し
く
政
治

的
に
過
小
代
表
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

一
九
九
九
年
十
二
月
に
お
け
る
党
派
別
の
女
性
議
員
数
で
は



表1-2党 派別女性議員の割合

(注)ネ ットは生活者ネットワークの関係.

出所:市 川房枝記念会 『女性参政資料集1999年 版 全国地方議会女性議員の現状』.

表
1
-
2
の
よ
う
に
無
所
属
、
日
本
共
産
党
、
公
明
党
が
多

い
。
熊
本
県
は
保
守
王
国
と
も
い
わ
れ
て

い
る
が
、
地
方
議
会
に
お
け
る
女
性
議
員
に
つ
い
て
は
無
所
属
が
大
半
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
に
は
女

性
が
政
治
家
を
目
指
す
と
き
の
権
力
資
源
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
女
性
が
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
と
き
に
利
用
す
る
権
力
資
源

の
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。
女
性
国
会
議
員
の
権
力
資
源
を
、
①
親
族
が
政
治
家
で
あ
る
こ
と
、
②
威
信

・
名
声
、

③
経
済
力
、
④
組
織
力
、
⑤
知
識
・技
能
の
五

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
大
き
く
分
け
て
調
べ
て
み
る
と
(複

数

の
権
力
資
源
を
持

つ
も
の
を
含
む
)、
衆
議
院
議
員
二
十
四
人
に
つ
い
て
は
親
族
が
政
治
家
で
あ
る
も

の
二
九

・
二
%
、
威
信

・
名
声
が
あ
る
も
の
八

・
三
%
、
経
済
力
が
あ
る
も
の
四

・
二
%
、
組
織
力

に

よ
る
も
の
五
四

・
二
%
、
知
識

・
技
能
に
よ
る
も
の
三
七

・
五
%
に
分
類
で
き
る
。
参
議
院
議
員
四
十

三
人
で
は
、
親
族
が
政
治
家
で
あ
る
も
の

一
四
%
、
威
信

・
名
声
が
あ
る
も
の
三

四

・
九
%
、
経
済
力

○
%
、
組
織
力
に
よ
る
も
の
五
三

・
五
%
、
知
識

・
技
能
が
あ
る
も
の
五

一
・
二
%
と
な
る
。
衆
議
院

議
員
で
は
与
党
関
係
者

(四
五

・
八
%
)
に
政
治
家
の
親
族
を
持

つ
も
の
が
比
較
的
多
く
、
ま
た
組
織

力
を
持

っ
た
議
員
は
公
明
、
共
産
党
、
無
所
属

で
N
P
O
の
組
織
を
背
景
と
す
る
も
の
に
多

い
。
ま
た

比
例
区
立
候
補
者
に
つ
い
て
は
大
学
の
教
師
な
ど
を
経
験
し
て
い
る
知
識
人
が
多

い
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
。
参
議
院

に
は
野
党
関
係
者
が
多
く

(六
五

・
一
%
)
、
公
明
、
共
産
党
の
組
織
力
や
知
識

・
技
能
を

生

か
し
た
弁
護
士
な
ど
法
律
家
、
官
僚
、
も
と
地
方
議
会
議
員
、
大
学
講
師
出
身
者
な
ど
が
多
く
み
ら

れ
る
。
さ
ら
に
T
V
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
女
優
な
ど
の
有
名
人
が
威
信

・
名
声
を
生

か
し
て
当
選
し
て
い

る
こ
と
も
参
議
院
の
特
徴
で
あ
る
。
地
方
で
は
公
明
、
共
産
党
以
外
は
市
民
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
た
組
織
力
を
背
景

に
し
た
議
員
も
全
体
の
五

・
五
%
と
増
加
し
て
い
る
が
、
個

人
的
な
活
動
や
資
源



表1-3女 性議員の当選回数

(注)過 去に衆 ・参議院選挙の両方で当選 したものについては、現在の議院の当選回

数に加算して計上.

出所:市 川房枝記念会 『女性参政資料集1999年 版 全国地方議会女性議員の現状』.

『政界 ・官庁人事録1999年 版』.

に
負

っ
て
い
る
も
の
も
多

い
。
立
候
補
に
あ
た

っ
て
は
、
女
性

よ
り
も
男
性
、
低
年
齢

者
よ
り
も
高
年
齢
者
層
が
権
力
資
源
調
達
競
争
で
有
利
な
傾
向

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

権
力
資
源
の
ほ
と
ん
ど
が
社
会
活
動
を
通
じ
て
獲
得

・
蓄
積
さ
れ
る
か
ら
で
、
女
性
の

社
会
参
加
に
積
極
的
で
な
い
国
で
は
権
力
資
源
そ
の
も
の
が
男

性
優
位
に
配
分
さ
れ
て

し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。

こ
れ
ら
女
性
議
員
の
当
選
回
数
に
つ
い
て
は
表
1
1
3
の
と
お
り
で
あ
り
、
無
所
属
議

員
が
多
く
み
ら
れ
組
織
力
が
弱
い
た
め
に
継
続
当
選
が
難
し
い
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
女
性
の
過
小
代
表
の
状
況
に
つ
い
て
は
数
値

的
に
確
認

で
き
た
が
、

な
ぜ
そ
れ
が
問
題
と
な
る
の
か
に

つ
い
て
こ
こ
で
考

え
て

み
た

い
。
ア
リ

ス
ト
テ

レ
ス
以
降
第

一
次
世
界
大
戦
後
ま
で
J

・
S

・
ミ
ル
の
主
張
を
例
外
と
し
て
多
く
の
国

で
女
性
の
政
治
的
な
権
利

に
つ
い
て
は
否
定
さ
れ
、
固
定
的
性

別
役
割
分
業

の
な
か
で

女
性
は
家
庭
を
司
る
も
の
と
し
て
秩
序
づ
け
ら
れ
、
女
性
は
政
治
か
ら
除
外
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
革
す
る
た
め

一
九
世
紀
中
葉
か
ら
婦
人
参
政
権
獲
得
の
運

動
を
し
て
き
た
第

一
波
フ

エ
ミ

ニ
ズ
ム
の
活
動
は
第

二
次
世
界
大
戦
後

に
は
多
く
の
国

で
成
果
を
得
た
。
し
か
し

一
九
六
〇
年
代
以
降
先
進
諸
国
内
で
は
、
女
性

の
政
治
的
権

利
は
平
等
に
な

っ
て
も
依
然
と
し
て
日
常
生
活
の
隅
々
に
ま
で
及
ん
で
い
る
男
女
格
差

に
つ
い
て
ラ
デ

ィ
カ
ル
に
告
発
を
行
う
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

の
う
ね
り
が
起
こ

っ
て

き
た
。
女
性
運
動
や
公
民
権
運
動
は
と
も
に
属
性
を
同
じ
く
す
る
集
団

の
意
識
を
政
治

運
動
に
ま
で
高
め
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
と
き
ま
で
政
治
は
集
団
や
社
会
が
成
員
全



体
を
拘
束
す
る
共
同
の
決
定
を
作
ろ
う
と
す
る
と
き
、
あ
る
い
は
社
会
全
体
の
希
少
資
源
を
権
威
的
に
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
と
い
う

決
定

を
す
る
と
き
に
生
ま
れ
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
、対
象
は
男
性
が
主
体

で
あ
る
人
間

一
般
ど
し
て
考
え
る
問
題
意
識
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
で
男
性
と
女
性
と
い
う
集
団
が
政
治
に
お
い
て
利
害
を
異
に
す
る
場
合
も
あ

る
こ
と
や
、
正
義
論
そ
の
も
の
の
あ
り
方

に
対
し
て
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
入
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
、
伝
統
的
な
政
治
学
の
あ
り
方
に

つ
い
て
新
し

い
課
題
を
突
き
つ
け
て
き
て
い
る
。
今
女
性
達
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
た
め
、
ま
た
民
主

主
義
国
と
し
て
人
権

が
保
障
さ
れ
て
い
る
状
態
と
な
る
に
は
市
民
権
と
と
も
に
政
治
権
力

へ
の
ア
ク
セ
ス
権
が
必
要

で
あ
る
と
主
張
し
は
じ
め
て
い
る
。
日
本

で
も

一
九
九
四
年

の
マ
ド
ン
ナ
旋
風
、

一
九
九
九
年
の
統

一
地
方
選
挙
に
お
け
る
女
性
議
員

の
躍
進
な
ど
に
こ
れ
ら

の
傾
向
の
萌
芽
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
女
性
解
放
運
動
家
の
多
く
は

「女
性
の
利
益
」
と

「男
性
の
利
益
」
の
違

い
を
強
調
し
、
女
性
の
政
治
的
利

益
は
女
性
に
し
か
代
表
さ
れ
な
い
と
の
主
張
を
行

っ
て
い
る
。

御

巫
由
美
子
は
政
策
決
定
者
間
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
よ
り
追
求
す
る
政
治
的
利
益
に
違

い
が
あ
る
の
か
と
い
う

「
政
策
課
題
設
定
の
問

題
」
、
そ
し
て
女
性
議
員

の
追
求
す
る
政
治
的
利
益
は
全
て
の
女
性
が
支
持
す
る
政
治
的
利
益
な
の
か
と
い
う

「
政
策
内
容
の
決
定
の
問

題
」

の
二

つ
に
こ
の
問
題
を
分
類
し
て
考
え
て
い
る
。
政
策
課
題
設
定

に
つ
い
て
、
女
性
が

「
女
性
の
問
題
」
を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
積

極
的

で
あ
る
こ
と
は
意
識
調
査
や
米
国
で
の
選
挙
争
点
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
環
境

・
健
康

・
福
祉

・
消
費

・
教
育

・
育
児
等

へ
の

関
心

や
社
会
的
弱
者

へ
の
同
情
な
ど
を
女
性

の
特
性
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
男
性
と
異
な
る
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
持

っ
た
女
性
代
表
が
必
要

で
あ

る
と
の
考
え
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
分
野

へ
の
関
心
の
過
度

の
強
調
は
母
性
の
優
位
を
主
張
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
逆

に

こ
の
よ
う
な
女
性
的
な
分
野
や
事
例

に
関
心
を
向
け
さ
せ
る
よ
う
な
ジ

ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
を
女
性
自
身
が
肯
定
し

て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
矛
盾
も
そ
こ
に
は
ら
ん
で
い
る
。

ア
ン
ダ
ー
セ
ン
は
男
性
と
女
性

の
政
治
に
お
け
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
生
得
的
な
理
由
、
構
造
的

な
理
由
、
社
会
経
済

的
な
理
由
な
ど
諸
説
が
あ
る
が
、
男
性

・
女
性

の
身
近
に
感
じ
る
福
祉
国
家
に
お
け
る
政
府
の
政
策

へ
の
反
応
と
し
て
こ
の
よ
う
な
性

に



よ
る
関
心
の
違

い
が
生
じ
る
と
理
由
づ
け
し
て
い
る
。
果
た
し
て
女
性
問
題
以
外
で
、
女
性
で
し
か
代
表
で
き
な

い
政
治
的
利
益
が
他

に

あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
社
会
問
題
は
複
雑
に
関
係
し
あ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
存
在
し
が
た
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

次
に
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
解
決
を
探
る
政
策
内
容
の
決
定

の
問
題

に
つ
い
て
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
以
外
の
要
素
が
大
き
く
影

響

し
て
い
る
。
例
え
ば
専
業
主
婦
を
優
遇
す
る
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
制
度
、
配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
の
制
度
は

低
所
得
の
共
稼
ぎ
女
性
か
ら
裕
福
な
専
業
主
婦

へ
の
逆
所
得
移
転
機
能
と
な

っ
て
い
る
と
の
不
公
平
感
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は

「男
性
」

対

「女
性
」
の
利
害
対
立

の
構
図
よ
り
も
、
共
稼
ぎ
世
帯
と
専
業
主
婦
世
帯
と
の
世
帯
単
位
の
利
害
対
立
が
起
き

て
お
り
女
性
が
女
性
と

い
う
だ
け
で
政
治
的
に

一
枚
岩
と
な
る
こ
と
は
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
近
年
公
明
党
及
び
日
本
共
産
党
が
女
性
議
員

の
擁
立
に
積
極
的

で

あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
党

に
属
す
る
議
員
は
党
則
に
拘
束
さ
れ
る
傾
向
が
比
較
的
強
く

「女
性
」
議
員
と
し
て
の
行
動
を
と
る
こ
と
に
つ
い

て
は
消
極
的
な
態
度
が
見
ら
れ
る
。
「
女
性
の
視
点
」
を
政
治
に
生
か
す
と
い
う
政
治
的
な
意
味
に
つ
い
て
は
認
知

が
広
が

っ
て
き
て
お
り

政
党
も
こ
の
こ
と
に
配
慮
し
は
じ
め
て
い
る
が
、
党
を
越
え
て
女
性
と
い
う
階
層

の
問
題
を
共
有
し
女
性
が
政
治
的
行
動
を
す
る
と
い
う

例

は
女
性
問
題
に
関
す
る
場
合
を
除
い
て
少
な
い
よ
う

に
思
え
る
。

一
九
八
九
年
に
参
議
院
選
挙
で
は
女
性
党
が
全
国
区
で
七
人
、
比
例
代
表
で
三
人
立
候
補
し
た
が
、
当
選
者
は

い
な
か

っ
た
。
熊
本
県

の
こ
の
党
の
比
例
代
表

へ
の
投
票
数
は
六
、
三
六
二
票
で
得
票
率
は
○
・
七
四
%
に
す
ぎ
ず
、
「女
性
」
と
い
う
切

り
口
で
の
政
党
と
し
て

は
成
功
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
米
国
で
は

一
九
九
〇
年

の
大
統
領
選
挙
で
レ
ー
ガ
ン
候
補

へ
男
性
よ
り
女
性
が

八
%
少
な
く
投
票
し
た

こ
と
で
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
投
票
行
動
の
格
差

の
存
在
が
予
想
外
に
大
き
い
と
の
認
識
が
広
が

っ
た
。
そ
の
後

一
九
九
八
年

の
カ
リ

フ

ォ
ル
ニ
ア

州
知
事
選
挙
で
は
教
育
と
犯
罪
防
止
が
選
挙
争
点
と
な

っ
た
が
、
女
性
の
教
育

へ
の
関
心
が
選
挙
戦

に
大
き
く
影
響
し
た
と

い
わ
れ
た
。
全
米
女
性
機
構

(
N
O
W)
な
ど
の
女
性
団
体
も
女
性
の
投
票
パ
タ
ー
ン
を
政
治

へ
の
影
響
力
行
使
と
し
て
利
用
し
は
じ
め
て

い
る
。
シ
ー
ゲ

ル
に
よ
る
と

一
九
九
六
年
の
ク
リ
ン
ト
ン
と
ド
ー
ル
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
は
具
体
的
直
接
的
に
女
性
の
関

心

の
あ
る
イ
シ

ュ
ー
を
取
り
上
げ
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
家
族
や
子
ど
も
を
繰
り
返
し
テ
レ
ビ
に
登
場
さ
せ
て
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
戦



略
を
行

っ
た
。
他
方
ド
ー
ル
は
大
所
高
所
か
ら
経
済
問
題
を
論
じ
、
結
果
と
し
て
ク
リ

ン
ト
ン
が
勝
利
を
得
た
。

こ
の
と
き
の
女
性
の
投

票
行

動
は
大
卒
女
性
の
六
五
%
が
ク
リ
ン
ト
ン
に
投
票
し
た
の
に
対
し
、
大
卒
男
性
は
四
四
%
が
ク
リ
ン
ト
ン
に
投
票
し
て
い
た
。
こ
の

ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
は

一
六
%
に
も
上

っ
た
が
、
興
味
深

い
こ
と
に
低
学
歴

・
低
所
得
女
性
も
高
学
歴
女
性
と
同
じ
投
票
パ
タ
ー
ン
を

示
し

て
い
た
。
女
性
問
題
は
経
済
的
に
異
な
る
階
層
間
に
も
同
様

の
投
票
パ
タ
ー
ン
を
生

み
出
す
こ
と
が
分
か

っ
た
。
ま
た

一
九
九
六
年

の
選
挙
で
は
サ
ッ
カ
ー
マ
マ
と
称
さ
れ
る
揺
れ
動
く
投
票
者
グ

ル
ー
プ
が
注
目
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
気
ま
ぐ
れ
な
女
性
の
投
票

行
動

へ
の
マ
ス
コ
ミ
や
政
治
家

の
過
度

の
注
目
は
、
逆
に
高
齢
女
性
や
福
祉

の
必
要
な
女
性
、
有
色
人
種
の
女
性
、

フ
ェ
ミ

二
ス
ト
な
ど

多
様
な
女
性
の
問
題
関
心
を
政
治
争
点
か
ら
そ
ら
し
無
視
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

そ
れ
で
は
女
性
議
員
が
増
え
る
こ
と
で
何
が
変
わ
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
女
性
に
関
心
の
あ
る
社
会
問
題
が
政
策
過
程
に
取

り
入
れ
ら
れ
や
す
く
な
る
と
い
う
蓋
然
性
は
高

い
。
こ
の
こ
と
が
人
口
の
半
分
強
を
占
め
る
女
性
の
意
見
を
よ
り
政
策
に
反
映
さ
せ
る
効

果
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
理
論
的
に
は
民
意
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
状
態

に
近
づ
く
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
女

性

の
代
表
を
強
制
的
に
増
や
す
た
め
の
手
法
と
し
て
ク
ォ
ー
タ
ー
制
が
あ
る
が
、
日
本

の
政
党
で
は
ま
だ
制
度
と
し

て
採
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
な

い
。
し
か
し
比
例
代
表
制
度
は
そ
の
運
用
の
中
で
小
選
挙
区
制
よ
り
も
女
性
が
当
選
し
や
す

い
副
次
的
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

フ
ラ

ン
ス
は
二
〇
〇
〇
年

一
月
に
法
律
で
比
例
代
表
制
に
は
男
女
同
数
の
候
補
を
入
れ
る
こ
と
と
し
、
韓
国
も
二
月

に
三
〇
%
以
上
女
性

を
入
れ
る
こ
と
を
規
定
し
た
。

次

に
女
性
の
政
治
的
過
小
代
表
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
女
性
自
身
が
政
治

へ
積
極
的

に
参
画
し
た
が
ら
な

い
傾
向
、
女
性
候
補
者

へ
の

偏
見
、
女
性
が
政
治
に
携
わ
り
に
く

い
社
会
制
度

・
慣
行
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

一
番
目
の
女
性
自
身
が
政
治
家
を
目
指
さ
な

い
原
因

の

一
つ
に
、
固
定
的
性
別
役
割
分
業
の
中

で
女
性
は
非
政
治
的
な
世
界
に
お
か
れ
て
い
た
た
め
女
性
自
身
が
社
会

へ
主
体
的
に
関
わ
る
意

思
と
能
力
を
育
て
て
こ
な
か

っ
た
と
い
う
歴
史
的
経
験

の
積
み
重
ね
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め

に
、
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー

メ
ン
ト
と
し
て
女
性
が
自
ら
能
力
開
発
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
施
策
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
二
番
目

の
女
性

へ
の
偏
見

に



つ
い
て
は
、
教
育

の
中
で
次
第

に
解
消
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
意
識
を
調

べ
る
調
査
で
も
世
代
間
の

格
差
は
ま
だ
大
き
く
残

っ
て
い
る
が
、
若

い
世
代
に
は
こ
の
よ
う
な
意
識
が
着
実

に
減
少
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
三
番
目
の
構
造
的
な

要

因
に
つ
い
て
は
、選
挙
制
度
や
政
党
内
の
配
置
と
人
事
評
価
、
あ
る
い
は
女
性
議
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備

な
ど
多
方
面

に
わ
た

っ

て

い
る
。
北
欧
諸
国
は
女
性
の
政
治
参
加
度

で
は
群
を
抜
い
て
い
る
が
、
そ
の
ひ
と

つ
に
は
政
党
の
ク
ォ
ー
タ
ー
制
度
の
活
用
や
女
性
が

社
会

に
出
て
働
く
こ
と
と
家
庭
生
活
を
両
立
し
や
す
く
す
る
た
め
の
環
境
整
備
、
例
え
ば
保
育
所
や
育
児
休
暇
制
度

の
充
実
な
ど
と
と
も

に
、
社
会
制
度

の
中
に
税
制
や
社
会
保
障
制
度
な
ど
で
女
性
が
働
く
こ
と

へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
仕
組
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
専
業
主
婦
が
限
り
な
く
減
少
し
男
女
が
と
も
に
働
く
よ
う
な
政
策
の
実
施
を
行

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

女
性
議
員
が
選
出
さ
れ
る
た
め
の
条
件

に
関
し
て
、
女
性
議
員

の
数
と

一
人
当
た
り
の
県
民
所
得
額

の
間
に
は
図
1
1
1
の
よ
う
な
相

関

関
係
が
見
ら
れ
る

(相
関
係
数

r
=
○

・七
五
)。
デ
ー
タ
と
し
て
は
東
京
都
が
突
出
し
て
い
る
が
、
全
体
と
し

て
図
の
よ
う
な
近
似
曲

線

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
散
布
図
に
県
名
を
入
れ
る
と
そ
こ
に
地
域
性
が
う
き
あ
が

っ
て
く
る
。
九
州
は
左
下
、

つ
ま
り
県
民
所
得
も
低

く
女
性
議
員
も
少
な
い
部
分
に
固
ま

っ
て
お
り
、
そ
れ
に
続
き
東
北
が
あ
る
。
東
京
都
が
右
上
、
所
得
が
高
く
議

員
数
も
多

い
と
こ
ろ
に

突
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
き
神
奈
川
、
埼
玉
な
ど
の
関
東
が
右
上
か
ら
中
央
に
か
け
て
の
部
分
を
占
め
る
。

女
性
が
政
治

に
進
出
し

(18
)

や
す
く
な
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
都
市
化
、
あ
る
い
は
都
市
化

に
と
も
な
う
住
民
の
教
育

レ
ベ
ル
や
地
域
文
化

の
持

つ
価
値
観

の
影
響

が
大
き

い
の
で
は
な

い
か
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
九
州
、
東
北
が
左
下
に
固
ま

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
々
の
意
識
や
行
動
様
式
を
変
え

る

に
も
経
済
的
な
環
境
条
件
が
与
え
て
い
る
影
響
が
無
視
で
き
な
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

(二
)

女
性
の
審
議
会

・
委
員
会
委
員

女
性
の
政
策
決
定
過
程

へ
の
参
画

の
推
進
に
つ
い
て
は
国
連
、
国
、
地
方
自
治
体
で
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
定
め
て
進
め
て
い
る
。
現
在
国

は

「男
女
共
同
参
画
二
〇
〇
〇
年
プ
ラ
ン
」
で
女
性

の
審
議
会

・
委
員
会
委
員

へ
の
登
用
に
つ
い
て
国
際
的
目
標

で
あ
る
三
〇
%
を
目
指



図
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性
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関
係



表1-4審 議会 ・委員会の女性の登用率

出所:熊 本県『女性行政の概要』(1992-1999年)、総理府『男女共同参画の現状 と施策』(1999

年)、 総理府 『女性の政策決定参画状況調べ』(1999年).

表1-5議 員の世代別構成比

(注)熊 本県議会議員立候補者については1999年 の選挙データ.

出所:『 政界 ・官庁人事録1999年 版』、『熊本県の選挙50年 の歩み』.

し
て
い
く

(当
面
二
〇
〇
〇
年
度
ま

で
に
女
性
の
登
用
率

二

〇
%
達
成
を
目
標
)
こ
と
と
し
て
お
り
、

一
九
九
九
年
三
月

で
二
二

・
八
%
と
な

っ
た
。
熊
本
県

で
も
二
〇
〇
〇
年
度
末

を
目
標
に
二
〇
%
の
登
用
を
目
指
し

て
い
る
が
、

一
九
九
九

年
四
月
で

一
五

・
一
%
で
あ
る
。
表

1
-
4
の
よ
う
に
徐
々

に
女
性
の
割
合
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
成
果
が
上
が
り

に
く
い
状
況
は
女
性
議
員
が
生
ま
れ

に
く
い
要
因
と
似
て
い

る
。
第

一
に
、
社
会
の
多
様
な
分
野

に
豊
富
な
数
の
専
門
的

(19

)

な
資
質
を
持

っ
た
女
性
人
材
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
、
次
に

審
議
会

・
委
員
会
は
関
係
団
体

の
長
な
ど
の
職
指
定
者
が
多

く
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
立
場

に
女
性
が
あ
ま
り

就

い
て
い
な
い
た
め
推
薦
さ
れ
な
い
こ
と
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
。

二

政
策
決
定
者
と
し
て
の
高
齢
者

次

に
少
子
高
齢
化
社
会
の
政
治
に
お
け
る
高
齢
化
の
状
況

に
つ
い
て
検
討
を
し
て
み
よ
う
。
国
会

に
お
け
る
議
員

の
世

(20
)

代
別
構
成
比
は
表
1
＝

5
の
よ
う
に
衆
議
院

で
は
六
十
五
歳



以
上
の
高
年
世
代
が
二
八

・
四
%
、
参
議
院

で
は
二
九

・
四
%
で
あ
り
、
最
高
齢
は
衆
議
院
の
九
十

二
歳
、
参
議
院
の
八
十
五
歳
で
あ
る
。

社
会
全
体

の
高
齢
人
口
率
は
現
在

一
六

・
七
%
で
あ
り
、
二
〇
二
五
年
に
は
二
七

・
四
%

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
政
治

の
世
界
で

は
既
に
二
〇
二
五
年
を
超
え
る
早
さ
で
高
齢
化
社
会
と
な

っ
て
い
る
。
実
年
世
代
の
衆
議
院
議
員
は
四
九
・六
%
、
参
議
院
議
員
は
五
七
・

九
%
と
凡
そ
半
分
を
占
め
る
。
高
年

・
実
年
世
代
の
累
積
比
率
は
、
衆
議
院
七
八
%
、
参
議
院
で
八
七

・
三
%
で
あ
り
、
高
年
世
代
は
若

年
世
代

の
三
十
五
～
三
十
七
倍

に
達
す
る
。

こ
れ
ら
約
三
割
を
占
め
る
高
齢
男
性
議
員

の
多
く
は
、
政
界
で
は
長
老

格
で
政
治
的
影
響
力

も
大
き

い
。

熊
本

県
議
会
議
員

の
世
代
構
成
は
県
民

の
世
代
別
人
口

(表
2
i
2
)
と
の
乖
離
は
国
会
ほ
ど
大
き
く
は
な

い
。
し
か
し
性
別
と
世
代

別
を
組

み
合
わ
せ
て
み
る
と
県
人
口
の

一
六

・
八
%

に
す
ぎ
な
い
高
年

・
実
年
世
代
の
男
性
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
議

員
が
、
全
議
員
数
の

六
七

・
六
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
市
民
の
世
代
構
成
比
と
関
係
づ
け
け
て
み
る
と
、
高
齢
者
世
代
の
男
性

は
過
剰
に
政
治
的
に

代
表
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
傾
向

に
つ
い
て
女
性
の
過
小
代
表
の
問
題
と
同
様

に
政
治
家
が
い
つ
も
世
代

の
利
害
を
そ
の
ま
ま
代

表
し
て

い
る
と
仮
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
福
祉
や
税
制
な
ど
長
期
に
わ
た
る
政
策
で
世
代
間

に
相
反
す
る
利

害
を
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
は
世
代
の
も
つ
価
値
観

の
違

い
に
よ
る
影
響
も
大
き
く
な
り
、
代
表
選
出
数
の
差
が
政
策
決
定
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
例
え
ば
老
人
福
祉
や
年
金
な
ど
に
つ
い
て
は
将
来
世
代

の
負
担
を
心
配
す
る
こ
と
よ
り
も
高
齢
者
の

利
益
に
結
び

つ
く
施
策

へ
の
強

い
関
心
が
高
齢
層
か
ら
で
て
く
る
こ
と
は
当
然
の
結
果
で
も
あ
ろ
う
。

時
事

通
信
社
の
地
域
政
策
情
報
調
査
は
県
を

一
つ
の
調
査
区
域
と
し
て
統
計
的
に
有
意
な
手
法
で
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
熊

本
県
民

へ
の
意
識
調
査

で
は

「
税
が
多
少
増
え
て
も
社
会
環
境
を
整
備
す
べ
き
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
若
年

世
代
の
二
二
・二
%
、

中
年
世
代

の
二
五

・
六
%
が
整
備
す
べ
き
と
す
る
の
に
対
し
、
実
年
世
代
で
は
三
六

・
九
%
、
高
年
世
代
で
は
四

一
%
が
す

べ
き
と
考
え

て
い
る
。
ま
た

「税
が
増
え
て
も
福
祉
は
充
実
さ
せ
る
べ
き
か
」
と
の
質
問

に
対
し
て
は
、
性

・
世
代
間
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
若
年
世
代
の
男
性
は
四
五

・
五
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
若
年
女
性
は
二
八

・
三
%
と
非

常
に
低

い
。
中
年
世



代

は
男
女
と
も
に
生
活
の
負
担
が
大
き
い
た
め
か
男
性
の
三
二
%
、
女
性

の
三
四

・
一
%
が
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
実
年
世

代

で
は
男
性

の
四
二

・
七
%
、
女
性

の
三
七

・
一
%
、
そ
し
て
高
年
世
代
で
は
実
に
男
性
の
五
六

・
三
%
、
女
性

の
五

一
・
七
%
が
充
実

を
望
ん
で
い
る
。
高
齢
に
な
る
ほ
ど
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
受
益
者
と
し
て
福
祉
に
関
心
が
で
て
く
る
傾
向
が
こ
の
よ
う
な
政
策
の
充
実
を
求

め
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
貫
し
て
男
性
よ
り
女
性
が
低

い
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
あ
る
反
応
で
あ

る
。立

候
補
者

に
つ
い
て
は
、

一
九
九
九
年
の
統

一
地
方
選
挙

の
熊
本
県
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
最
高
齢
が
七
十
三
歳
、
最
低
年
齢
三
十

一

歳

で
、
平
均
年
齢
五
十
三
歳
で
あ

っ
た
。
自
民
党
執
行
部
は
若
返
り
に
よ
る
党
の
活
性
化
と
長
老
支
配
の
イ
メ
ー
ジ
チ

ェ
ン
ジ
の
た
め
衆

議

院
比
例
単
独
候
補
に
七
十
三
歳
の
定
年
制
を
導
入
し
た
。
し
か
し
対
象
に
中
曽
根
康
弘
元
首
相
他
十

一
人
が
お
り
、
例
外
を
認
め
る
な

ど
具
体
的
な
調
整
は
困
難
な
模
様
で
あ
る
。
高
齢
者
が
増
え
て
く
る

一
方
、
若
年
議
員
の
新
規
参
入
も
難
し
く
な

っ
て
き
て
お
り
若
い
候

補

者
に
は
二
世
議
員
が
多
く
な
る
傾
向

に
あ
る
。
国
会
で
は
二
世
議
員
が

一
〇
三
人
、
三
世
議
員
が
十
八
人
、
四
世
議
員
が
三
人
の
合
計

一
二
四
人
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
衆
議
院
議
員
が
八
三
%
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
会
議
員
数

の

一
六

・
五
%

に
達
す
る
。

第

二
章

投
票
行
動

に
お
け
る
性
差

・
世
代
差

一

性
別

・
世
代
別
人
口

熊
本
県
の
世
代
別
人

口
の
変
化

に
つ
い
て
は
表
2
ー

1
の
と
お
り
で
あ
り
、
近
年

で
は
高
齢
化
と
少
子
化

の
進
展
に
よ
り
急
速
に
社
会

構

成
員
の
割
合
が
変
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
口
統
計
上
の
変
化
は
ピ
ー
タ
ー

・
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
よ
り

「見

え
ざ
る
革
命
」
と
よ
ば

れ
た
が
政
治
的
な
革
命
以
上
に
個
人
や
家
庭
、
政
治

・
経
済

シ
ス
テ
ム
に
直
接
的
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
現
在

の
人



表2-1世 代別人 口の変化

出所:熊 本県 『熊本県統計年鑑』(1998年).

表2-2性 別 ・世代別人 口と投票率、推計投票参加者数

(注)投 票率は1998年 の参議院選挙時のデータを加工 して算出.

出所:熊 本県 『平成10年 版熊本県の人口』、熊本県 『熊本県統計年鑑』(1998年)、 総務

庁 『男女 ・年齢 ・配偶者別人口』(1995年).



口
変
化
に
は
地
域
差
が
大
き
く
、
中
山
間
地
や
過
疎
地
で
は
若
年
層
の
生
計
が
成
り
立
た
ず
転
出
し
て
高
齢
者

の
み
が
取
り
残
さ
れ
人
口

が
激
減
す
る
事
態
、
ま
た

一
部
の
都
市
地
域
に
は
独
身
者
が
集
中
す
る
な
ど
の
世
代
別
人
口
の
偏
り
が
顕
著

に
見
ら
れ
る
。
こ
の
変
化
は

一
九
六
〇
年
代
に
地
方
か
ら
東
京
や
大
阪
の
大
都
会

へ
人
口
が
吸
い
出
さ
れ
た
の
と
異
な
り
、
県
庁
所
在
地
な
ど

へ
の
集
中
化
と
中
山
間

地

の
過
疎
化

の
同
時
進
行
が
県
内
で
見
ら
れ
る
。
近
年
行
革
の

一
貫
と
し
て
自
治
省
や
県
が
市
町
村
の
合
併
を
推
進
し
て
い
る
が
、
こ
の

背
景
の

一
つ
に
は
地
方
自
治
体
の
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
な
人
口
の
変
動

へ
の
危
機
感
が
あ
る
。
六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人

口
が

生
産
年
齢
人
口
に
依
存
す
る
割
合
も
、

】
九
八
〇
年

の

一
八
%
か
ら

一
九
九
七
年

の
三
十

一
%

に
ま
で
急
速

に
増
加
し
て
い
る
。

次
に
表
2
1
2
は
性
別

・
世
代
別
人
口
と
そ
の
投
票
率
及
び
投
票
参
加
者
数
を
示
し
て
い
る
。
若
年
世
代
と
高
齢
世
代
の
投
票
率
だ
け

で
二
三

・
八
ポ
イ
ン
ト
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
差
を
人
口
で
比
較
す
る
と
高
齢
世
代
の
政
治
参
加
者
数
は
若
年
世
代

の

総
人
口
の
八
四
%
に
も
匹
敵
す
る
数
で
、
推
計
投
票
参
加
者
数
で
も
十

一
万
人
以
上
若
年
世
代
よ
り
多

い
。
こ
の
よ
う
に
若
年
世
代

の
投

票

の
影
響
力
が
高
年
世
代

に
比
べ
極
端
に
低
下
し
て
い
る
。
若
年
世
代

に
比
べ
て
実
年
、
高
年
世
代
の
投
票
率
は
非
常

に
高
く
、
さ
ら
に

こ
れ
ら
の
世
代
は
人
口
的

に
も
決
し
て
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
世
代
別
代
表
選
択

の
視
点
で
み
る
と
シ
ニ
ア
市
民

と
呼
ば
れ
る
高
年
世
代

は
選
挙
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
に
つ
い
て
は
過
剰
代
表
の
状
況
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
化
が
政
治
的
保
守
化
の
傾
向
を
増

さ
な
い
か
、
高
学
歴
高
齢
者
は
投
票
率
を
引
き
上
げ
る
の
か
、
高
齢
者
の
ブ

ロ
ッ
ク
投
票
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
な
ど
と
い
う
高
齢
化

の

政
治
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
カ
ッ
ト
ラ
ー
の
研
究
で
は
、
高
学
歴
者

の
高
齢
者
投
票
率
は
高
齢

化

に
よ

っ
て
は
落
ち
な
い
。
保
守
化
か
否
か
は
個
人
の
持

つ
価
値
観
で
あ
り
高
齢
化
す
る
こ
と
で
保
守
化
は
し
な

い
。
高
齢
者
が
利
益
団

体
を
と
お
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
は
既
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
政
治
的
価
値
観
や
政
治
的
行
動
様
式
を
共

有

す
る
世
代
と

い
う
集
団
が
多
数
決
定
型
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
原
理
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
と
き
、
そ
の
世
代

に
と

っ
て
有
利
な
政
治
的
選
択

を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
と
予
測
す
る
こ
と
は
合
理
的
な
推
論

で
あ
ろ
う
。

米
国
で
は
高
齢
者
団
体
の
台
頭
が
著
し
く
グ

レ
イ

ロ
ビ
ー
と
し
て
政
府

へ
の
高
齢
者
の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
形
成
を
促
し
て
成
果
を
上



げ
て

い
る
。
ま
た
強
制
定
年
廃
止
法
が
各
州
で
通
過
し

雇
用

に
お
け
る
年
齢
差
別
禁
止
法
」
が

一
九
七
九
年

に
施
行
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ

で
は
グ

レ
イ
パ
ン
サ
ー
と
い
う
老
人
の
た
め
の
政
党
が
成
立
し
て
い
る
。
日
本
で
も
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
は
じ
め
日
本
退
職
者
公

務
員
連
盟
、
日
本
退
職
女
教
師
連
合
会
な
ど
の
利
益
集
団
も
政
治
的
影
響
力
を
持

っ
て
き
て
い
る
。
高
齢
者
は
政
治
参
加

の
た
め
の
時
間

コ
ス
ト
が
低
く
、
教
育
程
度
も
高
く
政
治
意
識
も
高

い
。
ま
た
地
域

へ
の
定
住
性
も
強

い
た
め
若
年
層
に
比

べ
て
政
治
参
加
し
や
す

い
条

件

に
あ
る
。
若
年
層
の
低
投
票
率
の
原
因
の

一
つ
に
移
動
率
の
高
さ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
国
勢
調
査

に
よ

る
と
六
十
歳
以
上
は

三
～
四
%
し
か
移
動
し
な
い
の
に
対
し
て
、
二
十
～

二
十
四
歳
は
二
〇

・
○
%
、
二
十
五
～
二
十
九
歳
は

一
九

・
○
%
と
大
き
な
移
動
率

と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
若
年
層
の
投
票

コ
ス
ト
は
高
齢
者
に
比

べ
て
非
常
に
高
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
年
金
や
税
負
担
な

ど
高
齢
者
と
若
年
層
と
の
利
害
が
相
反
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
高
齢
者
が
ブ

ロ
ッ
ク
投
票
を
す
る
な
ど
グ
ル
ー
プ
化

の
傾
向
は
ま
だ
見
ら

れ
な

い
も
の
の
、
世
代
と
し
て
の
意
見
は
高
齢
者
層
か
ら
大
き
く
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
若
年
層
と
マ

ジ

ョ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
高
齢
層
の
合
意
形
成
が
政
治
問
題
化
す
る
可
能
性
も
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
が
ま
す
ま
す
進

む
こ
と
で
起
こ
っ
て

く
る
も
の
と
考
え
る
。

二

投
票
の
性
差

・
世
代
差

投
票
行
動

に
は
性
別
、
世
代
別
に

一
定

の
傾
向
が
観
察
で
き
る
。
戦
後
熊
本
県
の
国
政
、
知
事
、
県
議
選
挙

に
お
け
る
性
別
投
票
率
の

変
遷
は
図
2
1
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
四
六
年

に
初
め
て
女
性
が
投
票
に
参
加
し
て
以
降

一
貫
し
て
女
性

の
投
票
率
は
男
性
よ
り
凡

そ

一
〇
%
以
上
少
な
か
っ
た
。
し
か
し

一
九
六
九
～

一
九
七

一
年
を
境
に
女
性
が
若
干
高
め
に
シ
フ
ト
し
、
そ
の
後
男
女
ほ
ぼ
同
じ
増
減

の
投
票
率
曲
線
を
描
い
て
い
る
。
投
票
者
数
に
つ
い
て
は
図
2
-
2
の
と
お
り
人
口
の
男
女
差
を
反
映
し
て
大
き
な
差
が
あ
る
。
こ
の
状

況
は
戦
後
の
全
て
の
選
挙
で
同
様
に
見
ら
れ
、
有
権
者
数
で
約
十
万
人
、
投
票
者
数
で
も
八
万
人
程
度
女
性
の
ほ
う
が
男
性
よ
り
多
く
投



図
2-
1性

別
投
票
率
の
変
遷

出
所
:熊
本
県
選
挙
管
理
委
員
会
r熊
本
県
の
選
挙
50
年
の
歩
み
』
(1
99
9年
)を
加
工
.



図
2-
2性

別
有
権
者
数
・
投
票
者
数
の
変
遷

出
所
:熊
本
県
選
挙
管
理
委
員
会
『熊
本
県
の
選
挙
50
年
の
歩
み
』
(1
99
9年
)を
加
工
.



図2-3市 部 ・町村部別の性別年齢別投票率

出所データ:熊 本県市町村課調べのサンプリング調査(1996年).



図2-4米 国の性別 ・年齢別投票結果

出 所:Wolfinger&Rosenstone,1980Figure3。2,p.39

票
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
女
性
は
決
し
て
政
治
に
参
加
す
る
関

心
や
意
思
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

次
に
性
別

・
年
齢
別

の
投
票
行
動
で
は
、

】
九
九
〇
～

一
九
九
八

年

の
熊
本
県
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査

に
よ
る
と
図
2
1
3
の
と
お
り

市
部
で
は
女
性
が
若
年
世
代
、
中
年
世
代
、
実
年
世
代
と
高

い
投
票

率
を
示
し
て
い
る
が
、
高
年
世
代
、
特
に
六
十

五
～
七
十
歳
以
上
に

な
る
と
女
性

の
投
票
率
が
急
激
に
下
が
る
。
町
村
部
で
も
高
年
世
代

の
女
性
の
投
票
率
が
男
性

に
比

べ
て
急
激
に
下
降
線
を
描
く
特
徴
は

同
じ
で
あ
る
。
男
女
の
性
差
に
よ
る
ギ
ャ
ッ
プ

は

一
九
九
八
年
デ
ー

タ
で
実
年
世
代
で

一
・
一
ポ
イ
ン
ト
、
高
年
世
代

で
九

・
九
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
世
代
間
の
投
票
行
動
に
は

一
つ
の

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
、
日
本
に
お
い
て
は
性
差

の
減
少
の
兆
候
は

見
ら
れ
る
も
の
の
依
然
と
し
て
違

い
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
観
察

で

き
る
。
世
代
が
持

っ
て
い
る
価
値
観
は
個
人
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
中

で
は
あ
ま
り
変
化
し
な
い
と
い
う
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
の
仮
説
に
基
づ

く
と
、
高
年
女
性
の
投
票
率

の
大
き
な
減
少
傾
向
は
、
も
と
も
と
こ

れ
ら
の
世
代
の
女
性
は
政
治

に
あ
ま
り
関
・10
を
持

っ
て
い
な
か

っ
た

た
め
と
推
測
で
き
る
。
現
在
七
十
歳

の
女
性
は
戦
前
戦
中
期
に
教
育

を
受
け
た
世
代

で
あ
る
。
長
期
に
わ
た
る
比
較
可
能
な
実
際
の
投
票



行

動
の
世
代
別

・
性
別
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
意
識
調
査
の
分
析
と
合
わ
せ
て
推
測
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
高
年
世
代
の
女
性

の
行

動
様
式
に
は
伝
統
的
な
女
性

の
非
政
治
的
な
役
割
と
い
う
価
値
観
形
成
や
社
会
化
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
世
代

の
持

つ
価
値
観
は
そ
の
世
代
が
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
中
年
世
代
か
ら
次
第
に
、
実
年
、
高
年
世
代

へ
と
コ
ー
ホ
ー
ト
的
に
世
代
交
代
し

て

い
く
た
め
、
今
後
現
在

の
若

い
世
代
が
入
れ
か
わ
る
高
年
女
性
層
に
よ
る
投
票
率

の
減
少
カ
ー
ブ
は
緩
く
な
る
可
能
性
が
高

い
。
ウ
ォ

ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
と

ロ
ー
ゼ

ン
ス
ト
ー
ン
の

一
九
七
二
年
の
調
査
研
究
に
よ
る
と
図
2
ー

4
の
と
お
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
有
権
者
は
四
十

代

ま
で
は
男
女
の
投
票
率
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、
四
十
代
を
境
に
女
性
の
投
票
率
が
減
少
を
始
め
七
十
八
歳

以
上
で
は
男
性
と
女
性

の
投
票
率
の
性
差
は
十
六
ポ
イ
ン
ト
に
ま
で
拡
大
す
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
四
十
代
以
上
の
世
代
の
女
性
が
、
投
票
は
男
性
の
役
割

で
あ

り
政
治
に
関
す
る
役
割
を
夫
に
依
存
し
て
い
た
と
い
う
性
別
役
割
分
業
意
識
の
社
会
化
の
影
響
で
は
な

い
か
と
分
析
し
て
い
る
。
特

に
女

性

の
平
均
余
命
は
男
性
よ
り
長
く
、
調
査
当
時
米
国
で
は
七
十
歳
以
上

の
女
性
の
三
〇
%
が
夫
婦
で
暮
ら
し
て
い
る
の
に
対
し
、
同
じ
世

代

の
男
性
の
七
三
%
が
妻
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
。

一
九
九
八
年

の
日
本
で
は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

の
四
八

・
三
%
が
夫

婦

で
暮
ら
し
て
い
る
。
平
均
寿
命
の
性
差
に
よ
り
同
年
齢

の
女
性
の
単
独
世
帯
率
は
三
八

・
六
%
で
、
七
十
五
歳

以
上
に
な
る
と
四
〇
%

を
超
え
る
数

に
な
る
が
、
男
性
の
六
十
五
歳
以
上
の
単
独
世
帯
は
九

・
九
%
に
す
ぎ
ず
、
女
性

の

一
人
暮
ら
し
の
割
合
が
年
齢
が
高
く
な

る
と
と
も
に
大
き
く
な
る
。
夫
を
亡
く
し
た
高
齢
女
性
が
投
票

へ
の
関
心
を
急
速

に
失
う
こ
と
が
投
票
率

の
減
少

に
影
響
し
て
い
る
と
の

解

釈
に
つ
い
て
も
女
性

の
従
属
的
意
識
に
よ
る
影
響
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
性
差
に

つ
い
て
は
、
年
齢
、
婚

姻

の
状
況
、
教
育
、
家
計
所
得
や
就
労
な
ど
と
関
係
づ
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
ウ
ォ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
研
究
で
は
婚
姻

の
状
況
、

教

育
、
家
計
所
得
で
デ
ー
タ
を
補
正
す
る
と
性
差
は
約
四

・
五
ポ
イ
ン
ト
に
ま
で
接
近
し
、
今
後
若

い
世
代

に
つ
い
て
は
性
差
は
い
っ
そ

う
小
さ
く
な

っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
の
予
測
を
立

て
て
い
る
。
イ
ン
グ

ル
ハ
ー
ト
や
ベ
ブ
ラ
等

の
世
界
各
国

の
政
治
文
化
研
究
で
も
学
歴
や

性

差
が
政
治
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
調
査
し
て
お
り
、
出
生
年
が
若
く
な
る
ご
と
に
性
差
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を

コ
ー

ホ
ー
ト
分
析
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
熊
本
県
の
デ
ー
タ
と
は
調
査
年
次
で
十
～
二
十
年
近
く

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
も



の
の
、
投
票
参
加
行
動
に
つ
い
て
は
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
齢
化
の
過
程
が
政
治
参
加
か
ら
の
離

脱
を
促
進
す
る
と
す

る

「離
脱
理
論
」
に
つ
い
て
は
女
性
高
齢
者
を
の
ぞ
い
て
そ
の
傾
向
は
検
証
で
き
な

い
。
逆
に
身
体
や
精
神
が
病
ま
な
い
限
り
高
齢
者
も

シ
ニ
ア
市
民
と
し
て
政
治
過
程
に
参
加
す
る
意
識
は
高
く
、
今
後
高
学
歴
の
高
齢
者
が
増
え
る
に
従

っ
て
社
会
参
加
、
政
治
参
加
に
つ
い

て
高

齢
者
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
少
な
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第

三
章

政
治
意
識

に
お

け
る
性
差

・
世
代
差

「

政
治

へ
の
関
心

女
性
の
政
治
意
識
に
つ
い
て
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
イ

ン
グ

ル
ハ
ー
ト
の
物
質
主
義

・
脱
物
質
主
義
的
価
値
観

の
研
究
、
ベ
ル
バ
や

ナ
イ
な
ど
の
政
治
参
加
と
政
治
的
平
等
等
の
世
界
各
国
の
比
較
政
治
分
析
、
国
際
比
較
調
査
グ
ル
ー
プ

(
I
S
S
P
)
に
よ
る

「家
庭
と
仕
事

に
つ
い
て
の
国
際
比
較
調
査
」、
ウ
ォ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
と
ロ
ー
ゼ

ン
ス
ト
ー
ン
に
よ
る
米
国
の
投
票
行
動
の
研
究
な
ど
多
く
の
調
査
研
究

が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
高
度
工
業
社
会

の
民
主
主
義
を
支
え
る
文
化
的
価
値
観
に
つ
い
て
多
く

の
国

の
比
較
を
行

っ
て
い

る
も

の
で
あ
り
、
近
年
日
本
で
も
男
女
共
同
参
画
社
会
施
策
の
た
め
に
国
や
多
く
の
地
方
自
治
体
で
類
似
の
意
識
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
ま
だ
長
期
に
わ
た
る
比
較
可
能
な
デ
ー
タ
の
集
積
は
少
な
い
。
政
治
的
態
度
を
測
る
視
点
と
し
て
、
権
利

に

つ
い
て
の
知
識
、
政

治

の
有
効
性
感
覚
、
政
治
活
動
の
三
つ
の
要
素
が
役

に
立

つ
。

こ
こ
で
は
意
識
調
査
を
使

っ
て
政
治

へ
の
有
効
性
感
覚
の
性
差
、
世
代
差

を
中

心
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

時

事
通
信
社

に
よ
る

「社
会

の
成
り
立
ち
や
政
治

へ
の
関
心
度
」
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、
若
年
世
代
で
は
政
治

へ
関
心
が
あ
る
者

が
二
三

・
五
%
、
関
心
が
な
い
者
が
三
七

・
七
%
と
無
関
心
者
が
よ
り
多

い
が
、
中
年
世
代
で
は
二
八

・
一
%
、
実
年
世
代

に
な
る
と
三



図3-1社 会の成 り立ちや政治への関心度に関する性別 ・世代別意識調査

出所:時 事通信社 『地域政策情報一数値情報編(熊 本県)』(1997年)を 加工.

六

・
九
%
と
関
心
あ

る
者

の
割
合
が
次
第

に

増
加
す
る
。
し
か
し
高
年
世
代
に
な
る
と
関

心
の
あ
る
者
が
四
〇

・
四
%
と
増
え
る
も
の

の
関
心
の
な
い
者
も

四
二

・
六
%
と
急
増
す

る
。
こ
の
よ
う
な
シ

ニ
ア
市
民
の
意
識
傾
向

は
、
高
齢

に
よ
り
専

ら
政
治

の
依
存
者

に

な

っ
て
い
き
が
ち
な
層
と
、
ま
だ
自
立
的
に

社
会
参
加
を
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
層
が
混

在
し
て
い
る
状
態
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
カ
ッ
ト
ラ
ー
に
よ
る
と
政
治

へ
の
興

味

の
増
減
は
年
齢

に
関
係
な
く
、
個
人

の
性

と
教
育
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
す
る
。

た
し
か
に
身
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
ず
社
会

に
参
加
し
に
く
く
な

る
こ
と
で
関
心
を
失

っ

て
い
く
も
の
も

い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
多
く

の
影
響
は
現
在

の
高
年
世
代
の
価
値
観
形
成

時
期
の
影
響
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
と
理
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

性
別
年
齢
別

の
関
心
度
で
は
図
3
ー
1
が



示
す
よ
う
に
、
中
年

・
実
年
世
代
の
男
性
は
高
い
関
心
を
持

っ
て
い
る
が
女
性
全
て
の
世
代
で
関
心
の
な

い
者

の
方
が
関
心
の
あ
る
者
よ

り
多

い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
男
性
と
女
性
の
世
代
別
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
関
心
度

の
差
を
性
差
と
し
て
と
ら
え
て
み
る
と
、
関
心

あ
る
者

の
差
は
若
年
世
代
で
十
三
ポ
イ
ン
ト
、
中
年
世
代
で
二
十
ポ
イ
ン
ト
、
実
年
世
代

で
二
十
九
ポ
イ
ン
ト
、
高
年
世
代
で
二
十
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
、
実
年
世
代

の
性
差
が

一
番
大
き

い
。
こ
の
こ
と
は
女
性
が
男
性
に
比

べ
て
社
会
的

・
政
治
的
関
心
が
低

い
の
で
は
な

い
か

と
の

一
般
的
な
推
測
を
肯
定
す
る
結
果
で
あ
る
。
実
年
世
代
は
世
代
全
体
で
は
比
較
的
関
心
度
の
高

い
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
が
、
実
年
男
女

間

の
関
心
度
に
は
大
き
な
性
差
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の

一
つ
の
理
由
と
し
て
現
在
の
日
本

の
実
年
世
代
の
女
性
は
高
度
成
長
期
に
夫
が
仕

事

に
専
念
し
妻
が
家
庭
を
守
る
こ
と
で
経
済
成
長

の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
世
代
で
あ
り
、
性
別
役
割
分
業

に
つ
い
て
肯
定
的
な
経
験
を

持

っ
て
い
る
。
子
育
て
が
終
わ
り
生
活
に
時
間
的
経
済
的
な
ゆ
と
り
が
出
て
く
る
と
、
余
暇
の
時
間
を
満
喫
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
。

ま
た
家
族
の
介
護
な
ど
で
翻
弄
さ
れ
政
治

・
経
済
な
ど
社
会
に
関
心
を
持

つ
と
い
う
心
理
的

コ
ス
ト
を
負
担
す
べ
き
理
由
を
消
失
し
て
い

る
者

も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
他
方
男
性
は
仕
事
上
の
経
験
や
社
会
的
地
位
が
社
会

へ
の
関
心
を
増
加
さ
せ
、
あ
る

い
は
近

い
将
来
の
退

職

・
出
向
な
ど
大
き
な
身
辺

の
変
化
が
社
会

の
動
き
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
た
め
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
国
別
の

政
治
関
心
と
性
別

の
関
係
に
つ
い
て
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
は
男
性
の
関
心
度
が
七

一
%
、
女
性

の
関
心
度
は
四
五
%
、
ド
イ
ツ
が
六

十
四
対
四
十
、
イ
ギ
リ
ス
が
五
十
九
対
四
十
四
と
性
差
が
大
き

い
国
が
あ
る

一
方
、
米
国

の
七
十

一
対
六
十
九
や
オ

ラ
ン
ダ

の
七
十
四
対

五
十

三
の
よ
う
に
比
較
的
性
差
が
少
な

い
国
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
政
治
文
化

の
影
響
が
国
民
の
政
治

へ
の
関
心
度

へ
大
き

く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次

に
身
近
な
政
治
経
済

へ
の
関
心
度
を
調
べ
る

「県

の
政
治
や
経
済
に
関
心
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
調
査

に
対
し
て
は
、
性
別
で
は

男
性

が
七
〇
～
八
〇
%
程
度
の
関
心
を
持

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
女
性
は
五
〇
～
六
〇
%
程
度
の
関
心
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
性
別
世
代

別
で
は
図
3
ー
2
の
よ
う
に
男
女
と
も
若
年
グ
ル
ー
プ

の
関
心
が
低

い
こ
と
、
女
性
で

一
番
関
心
の
高

い
高
年
女
性

で
す
ら
男
性
の
中
年

世
代

と
い
う
若
年
グ

ル
ー
プ

に
次

い
で
2
番
目
に
低

い
関
心
し
か
持
た
な

い
グ

ル
ー
プ
に
も
及
ん
で
い
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま



図3-2「 県の政治や経済に関心があ りますか」という意識調査

出所:時 事通信社 『地域政策情報一数値情報編(熊 本県)』(1993-1998年)を 加工.

た
関
心
が
あ
る
と
答
え
た
男
性
か
ら
女
性

の
割
合
を
差
し
引
き
し
て

得
ら
れ
た
関
心
度
に
関
す
る
世
代
グ

ル
ー
プ
ご
と
の
性
差
は
、

一
九

九
三
年

か
ら

一
九
九
八
年

の
平
均
で
高
年
世
代
が
二
十
ポ
イ
ン
ト
、

実
年
世
代
、
中
年
世
代
が
十
七
ポ
イ
ン
ト
、
若
年
世
代
が
十

一
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。
こ
こ
で
も
高
年
女
性
グ

ル
ー
プ

の
性
差
の
大
き
さ
が

特
徴
的

で
あ
る
。

内
田
満
に
よ
る
と
、
調
布
市
が
行

っ
た

一
九
八
三
年
の
世
代
別
参

院
選
、
都
知
事
選
、
調
布
市
議
選
の
投
票
参
加

の
状
況
調
査
で
は
若

年
グ

ル
ー
プ
は
国
政
選
挙

の
方
に
地
方
選
挙

よ
り
高

い
投
票
率
を
示

す
が
、
年
齢
が
高
ま
る
ご
と
に
市
議
選
、
都
知
事
選

へ
の
投
票
参
加

の
方
が
高
く
な
る
結
果
が
出

て
い
る
。
若
年
世
代
は
居
住
地
の
移
動

率
が
高

い
の
に
対
し
て
高
年
世
代
は
同
じ
地
域
に
長
年
住
ん
で
い
る

傾
向
が
あ
る
た
め
、
投
票
参
加
者
の
地
域

へ
の
定
着
率
の
違

い
が
選

挙

の
種
類
に
よ

っ
て
世
代
間

の
関
心
を
分
け

る
結
果

に
な

っ
て
い
る

も
の
と
推
測
し
て
い
る
。
熊
本
県
の
デ
ー
タ

で
も
県

の
政
治
や
経
済

へ
の
関
心
度
と
居
住
期
間
の
間
に
は
強

い
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る

(相
関
係
数

r
日
○
・
八
七
)。
関
心
が
あ
る
者

は
二
十
年
以
上
の
居
住

が
六
七
・六
%
、
十
五
～

二
十
年
居
住

の
者

が
六
九
・六
%
、
十
～
十

五
年
居
住
者
が
五
三

・
四
%
、
五
～
十
年
居
住
者
が
五

一
・
四
%
、



三
～
五
年
居
住
者
が
五

一
・
四
%
、
三
年
未
満
が
六

一
・
二
%

で
あ
り
、
居
全
期
間

の
長
い
者
ほ
ど
関
心
度
も
高

い
。
三
年
未
満
者

の
関

心
が
高

い
の
は
、
新
し

い
土
地

へ
の
関
心
の
高
さ
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
借
家
よ
り
も
持
ち
家

一
戸
建
て
や

マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
者

の
ほ
う
が
明
ら
か
に
関
心
が
高

い
。
家
族
構
成
と
し
て
は
、

一
人
所
帯
で
関
心
が
あ
る
も
の
は
五

一
・
七
%

で
あ
る
が
、
夫
婦
だ

け
で
は
六
七

・
七
%
、
自
分
と
子
ま
た
は
親
と
同
居
は
六
五

・
四
%
と
な
り
、
そ
の
地
域
に
根
ざ
し
て
い
る
程
度
が
関
心
の
度
合

い
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
政
治
的
関
心
度

に
関
し
て
学
歴
別
に
調

べ
る
と
、
大
学

・
短
大

・
旧
制
高
校
卒
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
高
学
歴
者
が
中
卒

・
高
卒

者
を
十

ポ
イ
ン
ト
程
度
引
き
離
し
て
四

一
%
の
高

い
関
心
度
を
示
す
。
ウ
ォ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
と
ロ
ー
ゼ
ン
ス
ト
ー
ン
の
研
究
で
は
デ
ー
タ

に
含
ま
れ
て
い
る
教
育
、
収
入
、
職
業
、
居
住
地
域
な
ど
の
多
く
の
ソ
シ
オ

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
な
変
数
を
操
作
し
て
学
歴
だ
け
が
及
ぼ
す
影

響
度
を
析
出
し
て
い
る
が
、
受
け
た
教
育
期
間
が
長
い
ほ
ど
政
治
的
関
心
度
は
高

い
と
い
う
傾
向
を
見
い
だ
し
た
。
熊
本
県
の
調
査
デ
ー

タ
で
は
性
差
と
学
歴
差
の
変
数
だ
け
を
分
離
し
て
そ
の
影
響
度
を
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
学
歴
が
高

い
ほ
ど
社
会
や
政
治

に
関
心
が
高

い
こ
と
は
調
査
か
ら
推
測
で
き
る
。
女
性
の
進
学
率
も
毎
年
確
実
に
向
上
し
て
お
り
す
で
に
大
学

・
短
大
進
学
率
で
は
男
性

と
変
ら
な
い
よ
う

に
な

っ
て
き
て
い
る
現
状
か
ら
考
え
る
と
、
女
性
の
政
治

へ
の
関
心
が
増
加
す
る
た
め
の
条
件
は
次
第

に
整

っ
て
き
て

い
る
。

し
か
し
以
上
確
認
し
た
よ
う
に
現
実
の
日
本

に
お
け
る
女
性
の
政
治

へ
の
関
心
度
の
低
さ
と
、
逆
に
比
較
的
高

い
投
票
参
加
率
は

全
く
矛
盾
す
る
行
為
で
あ
る
と
見
え
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
「男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
固

定
的
性

別
役
割
分
業
意
識
に
よ
る
社
会
化

の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
画

一
的
役
割
強
制
と
い
う
意
味

の
も

の
と
あ
わ
せ
、
他
か
ら
の
支
配
に
対
す
る
受
動
性

・
従
属
性
と
い
う
意
味
で
の
役
割
強
制
と
い
う
二
重
の
意
味

の
強
制
が
女
性
に
働

い
て

(6

)

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。



図3-3「 男は仕事、女は家庭 を中心に考えるべきか」 という意識調査

データ出所:時 事通信社 『地域政策情報一数値情報編(熊 本県)』(1994-1998年)を 加工.

二
性
別
役
割
分
業
と
政
治

へ
の
有
効
性
感
覚

こ
の

「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」
と
い
う
価
値
観
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
政
治
文
化
研
究
に
よ
り
歴
史
的
に
も
古

く
か
ら
、
世
界
中
に
広

く
普
及
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
熊
本
県
民
の
意
識

調
査
の
デ
ー
タ
に
よ

っ
て
も
、
図
3
1
3
の
よ
う
に
性
別
、
世
代
別
に

そ
の
強
さ
は
異
な
る
も
の
の
こ
の
意
識
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
若
年

世
代
は
戦
後
の
男
女
平
等
教
育

の
影
響
で
、
女
性
は
家
庭
を
中
心
と
し

た
生
活
を
お
く
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
識
や
社
会
慣
習

に
対
し
て
染

ま

っ
て
い
な
い
も
の
が
多
く

一
二
%
程
度
と
低

い
が
、
年
齢
が
増
え
る

ご
と
に
増
加
し
高
年
世
代
で
は

一
九
九
八
年

の
デ
ー
タ
で
四
十
ポ
イ
ン

ト
以
上
高

い
格
差
が
若
年
世
代
と
の
間
に
存
在
し
て
い
る
。
特
に
高
年

女
性
世
代
の
デ
ー
タ
が
こ
の
固
定
的
性
別
役
割

分
業
意
識

に
つ
い
て
全

て
の
世
代
の
男
性
よ
り
高
い
五
三

・
四
%
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
特
徴

的
で
あ
る
。

性
別
役
割
分
業
意
識
に
囚
わ
れ
て
な
い
グ

ル
ー
プ
か
ら
囚
わ
れ
た
グ

ル
ー
プ
を
差
し
引
き
し
た
指
標
を
計
算
す
る
と
、
表
3
1
1
の
よ
う
に

全
て
の
グ

ル
ー
プ
で
意
識
が
変
化
し
て
お
り
毎

年
徐
々
に
囚
わ
れ
な
い

意
識
を
持

つ
人
々
が
各
世
代
グ

ル
ー
プ
内
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
見



表3-1世 代グループごとの性別役割分業意識 に囚われていない尺度

(注)(男 性は仕事、女性は家庭中心に考えるべきでないとする人の

割合)一(そ う思う人の割合).

出所:時 事通信社『地域政策情報一数値情報編(熊本県)』(1994-1998

年)を 加工.

ら
れ
る
。
そ
し
て

一
九
九
八
年

に
は
高
齢
世
代
を
除

い
た
全
て
の
グ

ル
ー

プ
で
囚
わ
れ
な

い
考
え
方
を
す
る
人
々
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
世

代

コ
ー
ホ
ー
ト
の
交
代
が
順
次
進
ん
で
お
り
、
人
々
の
意
識
が
変
化
し
て

い
る
証
拠
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
政
策
的
に
男
女
共
同
参
画
社
会

形
成
の
啓
発

・
教
育
事
業
を
行
政
が
展
開
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
世
代
グ

ル
ー
プ
内

の
性
別
分
業
意
識
の
解
消

を
進
め
囚
わ

れ
た
意
識
を
持

っ
た

人
々
を
減
少

さ
せ
る
効
果
が
期
待

で
き
る
と
い
う

こ
と
の
証
明
で
も
あ

る
。学

歴
別
の
性
別
役
割
分
業
意
識

で
は
中
学

・
旧
高
小
卒
が
四
二
%
と

一

番
強
く
、
次
に
高
校

・
旧
中
学
卒
の
三
三
・
二
%
、

一
番
低

い
の
が
大
学

・

短
大
・旧
高
専
卒
な
ど
高
学
歴
層
の

一
八
・
六
%
で
あ

る
。

こ
の
調
査
デ
ー

タ
か
ら
、
大
卒
グ

ル
ー
プ
の
固
定
的
な
意
識

の
割
合
が
五
年
間
に
約
十
七

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
が
、
他

の
グ
ル
ー
プ
の
減
少
は
三
～
七
ポ
イ
ン

ト
程
度
と
低
い
割
合

の
減
少
に
止
ま

っ
て
お
り
、
性
別
役
割
分
業
意
識
は

教
育
を
う
け
た
期
間
と
関
係
が
強

い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

支
持
政
党
別
で
は
自
民
党
、
自
由
党
、
さ
き
が
け
、
社
民
党
支
持
者

に

こ
の
よ
う
な
固
定
的
性
別
役
割
分
業

の
考
え

に
肯
定

的
な
傾
向
が
み
ら

れ
、
公
明
党
、
共
産
党
支
持
者
は
比
較
的
少
な
い
。
職
業
別

で
は
農
林
漁

業
者
に
五
〇
%
と
強

い
分
業
意
識
が
み
ら
れ
る
が
、
管
理
職

・
事
務
職

・



図3-4政 治がどう変わろうと自分の生活は変わ らないと考える人

(注)そ う思わない一そう思う人の割合 ・マイナス値が大きいほど、政治への有効性感覚が低い

出所:時 事 通 信 社 『地 域 政策 情 報 一数 値 情 報編(熊 本 県)』(1996年)を 加 工.

専
門
技
術
職
や
労
務
職
で
は
二
二

・
九
～
二
五

・
三
%
と
低

い
。
と
こ
ろ

が
主
婦
、
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
三
七

・
三
%
、
三
六

・
二
%
と
比
較
的
高

い

分
業
意
識
を
持

っ
て
い
る
。
ま
た
居
住
地
域
別
で
は
町
村
部
が

一
番
分
業

意
識
が
強
く
三
七
%
、
続

い
て
市
部
の
三
〇

・
六
%
、
そ
し
て
県
庁
所
在

地
の
熊
本
市
が

一
番
少
な
く
二
七

・
三
%
で
あ
り
、
町
村
部
と
熊
本
市
の

格
差
は
十
ポ
イ
ン
ト
に
も
及
ぶ
。
都
市

の
も

つ
文
化
的
環
境
や
教
育

レ
ベ

ル
、
産
業
構
造
が
関
係
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。

ま
た

「政
治
が
ど
う
変
わ
ろ
う
と
自
分
の
生
活

は
変

わ
ら
な
い
か
」
と

い
う
意
識
調
査
で
は
、
女
性
の
五
三
%

(男
性
の
四
四
%
)
が
自
分
の
生

活
に
は
政
治
は
関
係
な

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ

に
は
女
性
が
政
治
に
対

す
る
有
効
性
を
あ
ま
り
感
じ
て
い
な

い
傾
向
が
観
察

で
き
る
。
世
代
別
で

は
高
年
、
中
年
、
実
年
の
女
性
の
順
に
関
心
度
が

低
い
。
「政
治
は
生
活

に

影
響
す
る
」
と
考
え
る
人
か
ら

「影
響
な
い
」
と
考
え
る
人
を
差
し
引
き

し
た
指
数
も
図
3
1
4
の
と
お
り
で
、
高
年
女
性
、
中
年
女
性
が
突
出
し

て
影
響
な

い
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
が
高

い
。

居
住
地
別

に
は
町
村
よ

り
市
部
、
そ
し
て
県
庁
所
在
地
や
都
市
部
ほ
ど
生
活
と
政
治
の
関
係
を
認

識
し
て
い
る
人
が
多
く
お
り
、
ま
た
学
歴
別
で
は
高
学
歴
ほ
ど
そ
の
認
識

が
高

い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治

へ
の
有
効
性
感
覚
は
N
H

K
の
調
査
に
よ
る
と

一
九
七
三
年
に
は
国
民
全
体

で
三
二
%
あ

っ
た
も
の



図3-5生 活 に満足 している人の性別世代別割合

出所:時 事通信社 『地域政策情報一数値情報編(熊 本県)』(1993-1998年)を 加工.

が
、

一
九
九
三
年
に
は

一
九
%
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
男
女
別
で
は

一
九
七
三
年
に
は
男
性
が
三
五
%
、
女
性
が
三
〇
%
で
あ

っ
た
が
、

一

九
九
三
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
%
、

一
八
%

に
ま

で
な

っ
た
。

一
般
的

な
政
治
離
れ
の
傾
向

の
中
で
も
、

一
貫
し
て
女
性

は
男
性
よ
り
も
有
効

性
感
覚
が
低

い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
現
在
の
生
活

へ
の
満
足
度
に
関
し
て
は
、
「今

の
お
宅
の
暮
ら

し
に
あ
な
た
は
満
足
?
」
と
い
う

一
九
九
八
年
の
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る

と
男
性

の
五
二
・六
%
が
満
足
と
す
る
の
に
対
し
、
女
性
は
五
六
・
五
%

と
さ
ら
に
現
在

の
生
活

へ
の
満
足
感
が
高

い
。
年
齢
世
代
別
で
は
、
図

3
-
5
の
よ
う
に
高
年
女
性
を
筆
頭
に
、
高
年
男
性
、
実
年
世
代

の
男

女
に
比
較
的
満
足
し
て
い
る
者

の
割
合
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
若
年

男
女

の
満
足
度
も
高

い
結
果
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
投
票
行
動
と
意
識
調
査
の
結
果
分
析
か
ら
、
高
年
世
代
が
他

の
世
代
と
異
な
る
共
通
す
る
価
値
観
を
も

っ
て
お
り
、
政
治
的
関
心
や

活
動
を
い
と
わ
な
い
世
代
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
年
世
代

の
意

見
が
今
後
政
治

に
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
く
度
合

が
高
ま

っ
て
い
く
可

能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
女
性

に
関
し
て
は
、
投
票
参
加
行
動

で
は
多
く
の
女
性
が
参
加
し
て
い
る
反
面
、
政
治

に
対
す
る
関
心
度
は

低

い
と
い
う

一
見
相
反
す
る
結
果
の
解
釈
に
関
し
て
、
ダ
ー
ル
の
非
政



治
的
階
層

に
共
通
す
る
要
素
の
六
つ
の
定
義
が
参
考
に
で
き
る
。

①

政
治
参
加

に
よ

っ
て
期
待

で
き
る
報
償
が
、
他

の
活
動
に
よ

っ
て
期
待
で
き
る
報
償
と
比

べ
て
、
価
値
が
低

い
と
思
う
人
が
政
治

に
参
加
す
る
可
能
性
は
低

い
。
(既
に
生
活
に
は
満
足
)

②

提
示
さ
れ
た
政
治
的
な
選
択
肢
の
間

に
意
味
あ
る
違

い
は
な
く
、
政
治

に
参
加
し
て
も
結
果

に
変
わ
り
は
な
い
と
思
う
人
が
、
政

治

に
参
加
す
る
可
能
性
は
低

い
。
(政
治
は
自
己
の
生
活

に
は
関
係
が
な

い
)

③

結
果
を
大
き
く
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
政
治
参
加

に
意
味
は
な
い
と
考
え
る
人
が
、
政
治
に
参
加

す
る
可
能
性
は
低
い
。

(固
定
的
性
別
役
割
分
業
意
識
に
よ
る

「女
性
だ
か
ら
…
…
」
と
い

っ
た
意
識
)

④

政
治
に
参
加
し
な
く
て
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
結
果
に
満
足

で
き
る
と
信
じ
る
人
が
、
政
治
に
参
加
す
る
可
能
性
は
低
い
。
(生

活

に
満
足
)

⑤

政
治
に
影
響
を
与
え
る
に
は
知
識
が
限
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
人
が
、
政
治
に
参
加
す
る
可
能
性
は
低

い
。
(伝
統
的
な
固
定
的
性

別
役
割
分
業

に
よ
る
女
性

の
知
識

・
経
験
不
足
)

⑥

参
加

へ
の
障
壁
が
高

い
人
ほ
ど
、
政
治
に
参
加
す
る
可
能
性
は
低

い
。
(固
定
的
性
別
役
割
分
業
に
よ
る
「
女
性
は
家
庭
中
心
で
あ

る
べ
き
」
と
い
っ
た
意
識
な
ど
)

現
状
と
し
て
、
女
性
は
若
年
世
代
を
除
い
て
各
世
代
グ
ル
ー
プ
と
も
律
儀
に
投
票
に
は
参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
政
治
に
対
す
る
有
効

性
感
覚
は
低

い
。
ま
た
高
年
女
性
は
配
偶
者
を
亡
く
し
た
場
合
、
投
票
参
加
行
動
か
ら
遠
ざ

か
る
傾
向
が
あ
る
。

さ
ら
に
御
巫
の
い
う
よ

(
10
)

う

に
女
ら
し
い
行
動
様
式

・
価
値
観
と
い
っ
た
も

の
に
は
政
治
的
関
心
が
強
く
働
く
が
、
政
治
的
活
動

に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
は
含

ま
れ
な
い
。
政
治
的
に
無
垢
、
無
関
心
、
無
知
で
あ
る
こ
と
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
、
ど
う
し
て
も
関
わ
る
必
要

が
あ
る
と
き
は
母
親
や

主
婦
と
し
て
の
立
場
で
家
族
や
子
ど
も
に
関
す
る
問
題

(福
祉
、
保
育
、
環
境
な
ど
)
に
関
心
を
示
す
こ
と
が
周

り
か
ら
期
待
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
さ
せ
る
影
響
力
が
女
性
に
強
く
働

い
て
い
る
。
こ
の
た
め
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
政
治
を
実
現
す
る
た
め
政
治
参
加
の
機
会



を
増

や
す
べ
き
だ
と
す
る
女
性
利
益
団
体
や
女
性
解
放
運
動
の
主
張

に
つ
い
て
は
賛
同
す
る
も
の
が
多

い
も
の
の
、
実
際
に
行
動
し
て
い

る
女
性
の
割
合
は
日
本
で
は
か
な
り
低

い
状
況
に
あ
る
。
ダ
ー
ル
の
い
う
非
政
治
的
階
層
に
該
当
す
る
多
く
の
女
性

の
か
か
え
る
こ
の
よ

う
な
阻
害
要
因
に
対
し
て
、
い
ま
国
や
地
方
公
共
団
体
は
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
目
的
の
た
め
の
施
策
で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
た
め
に
は
制
度
的
な
見
直
し
、
女
性
自
身

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
支
援
、
人
々
の
意
識

の
変
革
が
必
要
で
あ
り
、
社
会
構

造
の
根
底
部
や
意
識

の
底

に
潜
ん
で
い
る
も
の
の
変
更
を
試
み
る
と
い
う
挑
戦
で
あ
り
、
啓
発
活
動
だ
け
で
は
非
常

な
困
難
が
予
測
さ
れ

る
。
そ

の
実
効
性
を
あ
げ
る
た
め
に
は
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
や
行
動
を
導
く
た
め
の
制
度
設
計

レ
ベ
ル
か
ら
の
仕
掛
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

右

や
左
と
言

っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
宗
教
、
利
益
な
ど
の
伝
統
的
な
政
治
的
対
立
か
ら
、
価
値
観
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
、

世
代

な
ど
属
性
的
な
意
味
を
持

つ
新
し

い
課
題
が
政
治
的

に
注
目
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
特

に
本
稿
で
は
性
別
と
年

齢
と

い
う
属
性
に
よ

る
切

り
口
で
、
新
た
な
集
団
の
政
治
的
な
側
面

に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
集
団
の
福
祉
を
政
治
的
に
決
定
す
る
た
め
に
は
、

国
民

の
望
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
価
値
観
や
自
由

・
平
等
観
を
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
人
々
が
公
平
感

を
感
じ
れ
る
よ
う
に

す
る
の
か
と
い
う
価
値
論
、
政
治
哲
学

・
倫
理
学
の
問
題

に
関
係
し
て
く
る
。
予
備
的
な
考
察

で
は
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
ら
の
集
団
が
新

た
な
課
題
た
り
う
る
政
治
的
な
影
響
力
を
持
ち
は
じ
め
て
い
る
兆
候
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

女
性

の
政
治

へ
の
過
小
代
表

に
関
し
て
は
、
構
造
的
歴
史
的
な
要
因
が
複
雑

に
絡
み
合

っ
て
お
り
、
世
界
共
通

の
課
題
で
も
あ
る
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
で
も
既
に
議
員
の
男
女
比
が
半
々
近
く
に
な
る
ほ
ど
男
女
共
同
参
画
社
会
が
実
現
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
男
性

と
女
性
の
対
話
の
方
法
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
双
方
に
と

っ
て
満
足

い
く
対
話
と
シ
ス
テ
ム
構
築
を
未
だ
に
模
索
し
続
け
て
い
る
。
ま
た

日
本

で
も
米
国
の
エ
ミ
リ
ー
基
金
を
真
似
て
、
女
性
有
志
が
選
挙
資
金
を
集
め
女
性
の
立
候
補
者
を
支
援

す
る
運
動
が
始
ま

っ
た
。
バ
ッ



ク
ア
ッ
プ
の
会
で
は
自
ら
立
候
補
し
た
い
人
、
そ
れ
を
支
援

し
た
い
人
た
ち
が
政
治
参
画

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
た
め
の
活
動
を
全
国

各
地
で
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
女
性
と
い
う
括
り
で
の
集
団
が
政
治
的
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取

っ
て
い
け
る
の
か
を
示

す
も
の
で
あ
り
今
後
も
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
現
在
国
や
地
方
自
治
体

で
は
女
性
自
身
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
よ
る
自
立
と
、
社
会
制

度

や
慣
習
の
見
直
し
、
人
々
の
心
に
潜
む
固
定
的
な
性
別
役
割
分
業
意
識
の
除
去
を
行
う
こ
と
で
女
性

の
社
会
参

画
を
進
め
る
べ
く
政
策

の
設
計
を
行

っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
施
策
を
取
る
こ
と
が
果
た
し
て
有
効
な
の
か
に
つ
い
て
も
別

の
機
会
に
検
討
を
行

い
た
い
。

年
齢

に
よ
る
集
団
に
つ
い
て
の
今
ま
で
の
研
究
は
、
施
策
の
対
象
と
し
て
の
高
齢
者
に
注
目
す
る
視
点
が
多
か

っ
た
が
、
高
齢
者
の
政

治
的
な
凝
集
力
や
過
剰
代
表
性

に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
少
な

い
。
既
に
少
子
高
齢
化

の
影
響
に
よ
り
年
齢
集
団
を
め
ぐ
り
行
政
施
策
の

至

る
所
で
問
題
が
噴
出
し
は
じ
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
解
決
を
め
ぐ

っ
て
若
年
層
と
高
齢
者
と
い
う
集
団

に
お
け
る
利
害
対
立
の

可
能
性
や
政
治
過
程
、
政
策
決
定
過
程

へ
の
影
響
が
ど
う
な

っ
て
い
く
の
か
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
が
、
今
回
は
政
治
の
場
の
高
齢
化
問

題

の
検
討
に
終
始
し
て
し
ま

っ
た
。
高
齢
者
の
利
益
集
団
や
そ
れ
ら
と
施
策
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
た

い
。

注は
じ
め
に

(1
)
川
田
潤

一
「社
会
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
と
政
党

シ
ス
テ
ム
の
変
化
」
西
川
知

一
編

『
比
較
政
治

の
分
析
枠
組
み
』

(
ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房

一
九
八
六
年
)、

一
三

六
-

一
三
七
頁
。
R
u
s
s
s
e
l
l
 
J
.
 
D
a
l
t
o
n
 
"
C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 
P
o
l
i
t
i
c
s
:
 
M
a
c
r
o
-
b
e
h
a
v
i
o
r
a
l
 
P
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
s
"
,
 
R
o
v
e
r
t
 
E
.
 
G
o
o
d
i
n
 
a
n
d

H
a
n
s
-
D
i
e
t
e
r
 
K
l
i
n
g
e
r
m
a
n
n
 
e
d
.
,
 
A
 
N
e
w
 
H
a
n
d
b
o
o
k
 
o
f
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
,
 
O
x
f
o
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
9
6
,
 
p
p
.
3
4
1
-
3
4
7
.
 
T
e
r
r
y

N
i
c
h
o
l
s
 
C
l
a
r
k
 
a
n
d
 
V
i
n
c
e
n
t
 
H
o
f
f
m
a
n
n
-
M
a
r
t
i
o
t
 
e
d
s
.
,
 
T
h
e
 
N
e
w
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
C
u
l
t
u
r
e
,
 
W
e
s
t
v
i
e
w
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
9
8
,
 
p
.
5
9
.

(2
)
新
藤
久
美

子

『ジ

ェ
ン
ダ

ー
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク

ス
ー
変
革
期
ア
メ
リ

カ
の
政
治

と
女
性
』

(新
評
社

一
九
九
七
年
)
、

一
四
頁
。

第

一
章

(1
)

(財
)
市
川
房
枝
記
念
会
出
版
部

『女
性
参
政
資
料
集

一
九
九
九
年
版

全
国
地
方
議
会
女
性
議
員
の
現
状
』

(
(財
)
市
川
房
枝
記
念
会
出
版
部

一



九
九
九
年
)
。

(2
)
国
際
連
合

『
世
界

の
女
性
1
そ
の
実
態
と
統
計
』

(
(財
)
日
本
統
計
協
会

一
九
九
四
年
)
。

(3
)
総

理
府

『男
女
共
同
参
画
の
現
状
と
施
策
』

(
一
九
九
九
年
)
、

二
一二
七
頁
。

(4
)
『政
界

・
官
庁
人
事
録

一
九
九
九
年
版
』

(東
洋
経
済
新
報
社

一
九
九
八
年
)

の
デ

ー
タ

か
ら
加

工
し

て
抽
出
。

(5
)
岡
崎
憲
芙

『
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
の
現
代
政
治
』

(東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
八
年
)
、

一
三
七
ー

一
三
九
頁
。

(6
)
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
、
山
本
光
雄
訳

『政
治
学
』

(岩
波
書
店

一
九
六

一
年
)
、

一
〇
二
頁
。

(7
)
J

・
S

こ
・、
ル
、
大
内
兵
衛

・
大
内
節
子
訳

『女
性

の
解
放
』

(岩
波
書
店

一
九
五
七
年
)
。

(8
)
ア
ン
ド

レ

・
ミ
シ

ェ
ル
、
村
上
眞
弓
訳

『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

の
世
界
史
』

(白
水
社

一
九
九
三
年
)
、
五
七
-

一
一
〇
頁
。

(
9
)
川
本
隆
史

『
現
代
倫
理
学

の
冒
険
-
社
会
理
論

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

へ
ー
』

(創
文
社

一
九
九
五
年
)
、
六
五
-
七

八
頁
。

(10
)
御
巫
由
美
子

『女
性
と
政
治
』

(新
評
社

一
九
九
九
年

)、

八
七
-
八
八
頁
。

(11
)
三
宅

一
郎

『
現
代
政
治
学
叢
書

5

投
票
行
動
』

(東
京
大
学
出
版
会

一
九

八
九
年

)、

二
五
〇
頁
。

(12
)
K
r
i
s
t
i
 
A
n
d
e
r
s
e
n
 
"
T
h
e
 
G
e
n
d
e
r
 
G
a
p
 
a
n
d
 
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
s
 
w
i
t
h
 
t
h
e
 
W
e
l
f
a
r
e
 
S
t
a
t
e
,
"
 
P
S
:
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
 
&
 
P
o
l
i
t
i
c
s
,
 
M
a
r
c
h
 
1
9
9
9
.

(13
)
こ
れ
ら

の
制
度
維
持

に
か
か
る
経
費
だ
け
で
も
莫
大
な
国
家
予
算
額
で
あ
り
、
今
後

の
男
性
・
女
性

の
就
業
形
態

や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ

ル
を
左
右
す
る
だ

け
の
イ
ン
パ
ク
ト
を

こ
れ
ら
の
税
制
や
保
健
福
祉
政
策
は
持

っ
て
い
る
。
例
え
ば
国
民
年
金

の
第

三
号
被
保
険
者

は
現
在
年
金

の
掛
け
金
を
免
除
さ
れ

て

い
る
が
、
対
象

一
二
〇
〇
万
人
の
内
九
九
%
が
女
性

で
あ
る
。
国
民
年
金
の
掛

け
金
を
お
よ
そ

一
万
円
と
見
積
も

っ
て
、

一
兆

四
四
〇
〇
億
円
も

の

年
金
掛
け
金
を
徴
収
し
て

い
な
い
こ
と

に
な
る
。
こ
の
額

は
例
え
ば
長
野
新
幹
線
は
七
〇
〇
〇
億

円
、
関
西
空
港
が
同
額
程
度

で
で
き
る
規
模

の
も

の

で
あ

る
。
制
度
が
女
性

の
社
会
進
出
を
阻
害

す
る
こ
と
は
制
度
設
計
時

に
は
予
定
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
高
度
経
済
成
長
期

に
は
性
別
役
割
分
業
体
制

に

も
あ

る
意
味
の
合
理
性
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化

で
労
働
力
不
足
が
懸
念

さ
れ
て

い
る
な

か
、
女
性
が
就
労
す
る
こ
と
を
自
己
抑
制
し
て

し
ま
う
よ
う
な
効
果
を
持

っ
た
制
度

に
つ
い
て
は
再
検

討
が
必
要

に
な

っ
て
い
る

の
で
は
な

い
か
と
の
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
。
(瀬
地
山
角

『東
ア
ジ

ア
の
家
父
長
制
ー
ジ

ェ
ン
ダ

ー
の
比
較
社
会
学
』

(
剄
草
書
房

一
九
九
六
年
)
が
詳

し
い
)
。

(14
)
統

一
地
方
選
挙
後

の
熊
本
県
内

の
女
性
地
方
議
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
無
所
属
女
性
議
員
以
外

か
ら
は
回
答
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
。

(15
)
R
o
b
e
r
t
a
 
S
i
g
e
l
 
"
G
e
n
d
e
r
 
a
n
d
 
V
o
t
i
n
g
 
B
e
h
a
v
i
o
r
 
i
n
 
t
h
e
 
1
9
9
6
 
P
r
e
s
i
d
e
n
t
i
a
l
 
E
l
e
c
t
i
o
n
:
 
A
n
 
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
,
"
 
P
S
:
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
 
&

P
o
l
i
t
i
c
s
,
 
M
a
r
c
h
 
1
9
9
9
.

●

(16

)
S
u
s
a
n
 
J
.
 
C
a
r
r
o
l
 
"
T
h
e
 
D
i
s
e
m
p
o
w
e
r
m
e
n
t
 
o
f
 
t
h
e
 
G
e
n
d
e
r
 
G
a
p
:
 
S
o
c
c
e
r
 
M
o
m
s
 
a
n
d
 
t
h
e
 
1
9
9
6
 
E
l
e
c
t
i
o
n
s
,
"
 
P
S
:
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e

&
 
P
o
l
i
t
i
c
s
,
 
M
a
r
c
h
 
1
9
9
9
.



(17
)
岡
崎
憲
芙
、
宮
本
太
郎

『
比
較
福
祉
国
家
論
-
揺
ら
ぎ

と
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
』

(法
律
文
化
社

一
九
九
七
年
)
。

(18
)
T
e
r
r
y
 
N
i
c
h
o
l
s
o
n
 
C
l
a
r
k
 
a
n
d
 
V
i
n
c
e
n
t
 
H
o
f
f
m
a
n
n
-
M
a
r
t
i
o
t
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
p
.
1
5
6
.

ク
ラ
ー
ク
ら

の
研
究

で
は
、
市

民
教
育

の
程
度
が
高

い
こ
と
、

女
性

へ
の
新
し
い
役
割

へ
の
寛
容
さ
が
、
女
性
議
員
や
市
長

の
数
に
比
例
し
て

い
る
こ
と
を
世
界

の
地
方
自
治
体

の
調
査

で
あ
き
ら
か
に
し
て

い
る
。

し
か
し
日
本
に
関
し

て
著
者

が
行

っ
た
進
学
率
を
使

っ
た
教
育

レ
ベ
ル
の
想
定
と
女
性
議
員

の
数

の
関
係

に
つ
い
て
は
、
相
関
関
係
は
み
ら
れ
な
か

っ

た
。

(19
)
男
女
平
等
な
教
育
機
会
は
あ

っ
て
も
、
男
子
と
女
子

は
異
な

っ
た
領
域

に
偏
在
し

て
い
る
。
高
校
な
ど

の
学
校
教
育
を
受
け
る
時
点
で
す
で
に
ジ

ェ
ン

ダ

ー
バ
イ
ア
ス
の
か
か

っ
た
選
択
を
女
性
が
し
て
お
り
、
就
職
先
と
し
て
義
務
教
育
の
教
師
や
保
母
、
看
護
婦
、
福
祉
関
係
な
ど
の
仕
事

に
女
性

が
多

く
集
中
し
、
専
門
職
や
技
術
職
、
官
僚
な
ど
に
男
性
が
多

く
従
事
す
る
よ
う
な
構
図
が
生

ま
れ
て

い
る
。
「性
役
割
」
通
念
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
選
択
が

「性
役
割
」
を
再
生
産
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
か
ら
抜
け
出
せ
な

い
で
い
る
。

(20
)
『知

っ
て
お
き
た
い
国
会
議
員

の
動
き
』

(国
政
情
報
セ
ン
タ
ー

一
九
九

八
年
)
の
デ

ー
タ
を
集
計
加
工
。

(21
)
国
立
社
会
保
障

・
人

口
問
題
研
究
所

「
日
本

の
将
来
推
計
人

口
」

(
一
九
九
七
年

一
月
推
計
)
の
中
位
推
計
。

『情
報

・
知
識
i
m
i
d
a
s
2
0
0
0

』
(集
英

社

二
〇
〇
〇
年
)
、
五
九

一
頁
。

(22
)
時
事
通
信
社

『地
域
政
策
情
報
-
値
情
報
編

(熊
本
県
)
』
、

(
一
九
九

三
～

一
九
九
八
年
)
。

(23
)
「衆
議
院

の
比
例
単
独
候
補
定
年
制
1
「
長
老
」
抵
抗

揺
れ
る
自
民
」

『西
日
本
新
聞
』
二
〇
〇
〇
年

一
月

一
八
日
。
「
七
三
歳
定
年
を
導
入
」
『
熊
本
日

日
新
聞
社
』
二
〇
〇
〇
年

一
月

二
八
日
。

(24
)
『政
界

・
官
庁
人
事
録

一
九
九
九
年
版
』
(東
洋
経
済
新
報
社

一
九
九

八
年
)
、
十

六
頁
。

第
二
章

(1
)
P

・
F

・
ド
ラ
ッ
カ
ー
、
上
田
惇
生
訳

『見
え
ざ
る
革
命
-
年
金
が
経
済
を
支
配
す
る
』

(ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

一
九
九
六
年
)
。

(2
)
N
e
a
l
 
E
.
 
C
u
t
t
e
r
,
 
"
D
e
m
o
g
r
a
p
h
i
c
,
 
S
o
c
i
a
l
-
P
s
y
c
h
o
l
o
g
i
c
a
l
,
 
a
n
d
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
F
a
c
t
o
r
s
 
i
n
 
t
h
e
 
P
o
l
i
t
i
c
s
 
o
f
 
A
g
i
n
g
:
 
A
 
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
 
f
o
r

R
e
s
e
a
r
c
h
 
i
n
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
G
e
r
o
n
t
o
l
o
g
y
,
"
 
T
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
 
 
R
e
v
i
e
w
,
 
V
o
1
.
7
1
,
 
1
9
9
7
.

(3
)
米
国

の
高
齢
者
団
体

に
つ
い
て
は
、
内
田
満

『変
貌
す
る
ア
メ
リ
カ
圧
力
団
体
』

(三
嶺
書
房

一
九
九
五
年

)
に
詳
し

い
。

(4
)
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
U
R
L
:
 
h
t
t
p
:
/
/
m
e
m
b
e
r
s
.
a
o
l
.
c
o
m
/
d
i
e
g
r
a
u
e
n
/
i
n
f
o
.
h
t
m
l

(5
)
熊
本
県
選
挙
管
理
委
員
会

『熊
本
県

の
選
挙

五
十
年

の
歩

み
』

(熊
本

県
選
挙
管
理
委
員
会

一
九
九
九
年
)
の
デ

ー
タ
を
も
と
に
筆
者

が
加
工
。

(6
)
熊
本
県

の
自
治
省
報
告
資
料
。
内
容
的
に
県
内

の
市
町
村

の
投
票
動
向

を
代
表
す
る
よ
う
な
要
件
を
満
た
し
た
自
治
体
の
デ
ー
タ
。



(9
)
厚
生
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部

『平
成
十
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
概
要
』
。

R

・
イ
ン
グ

ル

ハ
ー
ト
、
村
山
晧
、
富
沢
克
、
武
重
雅
文
訳

『
カ
ル
チ

ャ
ー
シ
フ
ト
と
政
治
変
動
』
(東
洋
経
済
新
報
社

一
九

九

三
年

)
、

三

〇

九
-

三

一
五

頁

。

第
三
章

に
よ
る

一
九
九
四
年
度
の

「家
庭
と
仕
事

に
つ
い
て
の
国
際
比
較
調
査
」
。
真
鍋

一
史
、
小
野
寺

典
子

「家
庭

・
仕
事

・
結
婚

に
つ
い
て
の
意
識
と
行
動

の
国
際
比
較
①
②
」
『放
送
研
究
と
調
査
』

(N
H
K
放
送
文
化
研
究
所

一
九
九
七
年

十
月
、

十

一
月
)。

(2
)
電
通
総
研
、
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
編

『世
界

二
十
三
ヶ
国
価
値
観
デ

ー
タ
ブ

ッ
ク
』

(同
友
館

一
九
九
九
年
)
。

(3
)
内
田
満

『
シ
ル
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

"
高
齢
社
会
の
政
治
学
』

(有
斐
閣

一
九
八
六
年
)
、

一
三
六
頁
。

(5
)
総
理
府

「男
女
共
同
参
画

の
現
状
と
施
策
」

(
一
九
九
九
年
)
。

一
九
九
八
年
度

の
高
等
学
校

へ
の
進
学
率

は
男
性
九
四
・
八
%
、
女
性
九
七
%
、
大
学

へ
の
進
学
率

は
男
性
四
四

・
九
%
、
女
性

二
七

・
五
%
、
短
大

へ
の
進
学
率

は
男
性

二

・
二
%
、
女
性

二

一
・
九
%
と
な

っ
て
い
る

(文
部
省

「
学
校

基
本
調
査
」
V
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)
岩
本
美
佐

子

「
フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
と
政
治
権
力
1

】
つ
で
は
な

い
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
ー
」
田
口
富
久
治
、
加

藤
哲
郎
編

『
現
代
政
治
学
の
再
構
成
』

(青
木

書
店

一
九
九
四
年

)、

二
〇
九
頁
。

Pual 
A

bram
son, 

R
onald 

Inglehart, 
V

alue 
C

hange 
in 

G
lobal 

Perspective, 
U

niversity 
of M

ichigan 
Press, 

1995, p.45, 
pp.54-56.

R
ussell J. D

alton, 
"C

om
parative 

Politics: 
M

icro-behavioral 
Perspectives", 

R
obert 

E
. G

oodin 
and H

ans-D
ieter 

K
lingerm

ann 

ed., 
A

 N
ew

 
H

andbook 
of 

Political 
Science, O

xford 
U

niversity 
Press, 

1996, pp.342-347.

R
aym

ond 
E

. 
W

olfinger 
&

 
Steven 

J. 
R

osenstone, 
W

H
O

 
V

O
T

E
S, 

Y
ale 

U
niversity, 

1980, 
pp.41-44.

R
onald 

Inglehart, 
M

odernization 
and 

Postm
odernization: 

C
ulture, 

E
conom

ic, 
and 

Political 
C

hange 
in 

43 
Societies,

Princeton 
U

niversity 
Press, 

1997. R
onald 

Inglehart, 
C

ulture 
Shift : 

In A
dvanced 

Industrial 
Society, Princeton 

U
niversity

Press, 
1990, 

pp.346-347.

Sidney 
V

ebra, 
N

orm
an 

H
. 

N
ie, 

and 
Je-on 

K
im

, 
Participation 

and 
Political 

E
quality: 

A
 

Seven-N
ation 

C
om

parison, 
T

he

U
niversity 

of 
C

hicago 
Press, 

1978, 
pp.234-268.

C
uttler, 

op. 
cit., 

1015.

International 
Social 

Survey 
Program

m
e

W
olfinger 

&
 

R
osenstone, 

op. 
cit., 

pp.14-18.



(
7
)
N
H
K
放
送
文
化
研
究
所
編

『
現
代
日
本
人
の
意
識
構
造
』

(日
本
放
送
出
版
会

一
九
九
八
年
)
、

一
四
五
頁
。

(
8
)
山
田
昌
弘

『
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ

ル
の
時
代
』

(筑
摩
書
房

一
九
九
九
年
)

に
よ
る
と
、
近
年
増
加
し

て
い
る
可
処
分
所
得
が
高
く
家
事

の
負
担

の
な

い
快
適
な
生
活
環
境
を
享
受
し
な
が
ら
親

と
同
居
す
る
若
年
階
層
の
影
響
が
入

っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
教
育
終
了
後

も
親
と
同

居
し
基
礎
的
生
活
条
件
を
親

に
依
存

し
て
い
る
未
婚
者

に
つ
い
て
は
、
日
本
特
有

の
現
象
で
あ

る
と
し
て
、
山
田
は
若
年
層

の
意
識
調
査
、
非
婚
晩
婚

化

の
状
況

・
居
住
形
態
な
ど

の
研
究

か
ら
社
会
学
的

に

一
つ
の
階
級
と
し
て
抽
出
を
試
み
て
い
る
。

(9
)
R

・
A

・
ダ
ー

ル
、
高
畠
道
敏
訳

『現
代
政
治
分
析
』

(岩
波
書
店

一
九
九
九
年
)
、

一
三
四
-

一
三
七
頁
。

(10
)
御
巫
、
前
掲
書
、
九

一
-
九

二
頁
。


